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【選 挙 日 程】 
 

≪告 示 日≫      ６月２５日（金） 

≪繰上投票日（母島）≫  ７月 ３日（土）  午前７時から午後８時まで 

≪投 票 日（父島）≫  ７月 ４日（日）  午前７時から午後８時まで 

≪開 票 日≫           ７月 ４日（日）  午後９時から（即日開票） 
 

 

【投   票   所】   
≪ 父  島 ≫              小笠原村地域福祉センター    
≪ 母  島 ≫              母島村民会館 

 

◎投票所へは「入場券」を持参してください。 
（入場券が投票日前日になっても届かない場合や、記載事項に誤りがある場合はご連絡ください。） 

≪最近、転入届を出された方 および １８歳になられた方 へ、あなたは有権者でしょうか？≫ 
 
 あ な た の → 平成１５年 ７月６日以降 → 投票できません 
 生年月日は？ → 平成１５年 ７月５日以前 

↓ 

 小笠原村に転入の 

届出をしたのは 

いつですか？ 

→ 令和３年３月２４日以前 → 小笠原村で投票できます 
（村外において不在者投票される方は裏面をご覧ください） 

→ 令和３年３月２５日以降 
                       ↓ 

以前の住所は東京 

都内ですか？ 

→ 都 外 → 投票できません 
→ 都 内 → 前の住所地で投票となります (※1) 

 
 

(※1) 「引続居住証明書類」の提示か、前住所地の選管による居住確認を受ける必要があります。 
また、都外へ転出すると投票できなくなります。 

【前住所地（都内）の選挙人名簿に登録されている方で、（村内で）不在者投票をされる方へ】 
前の住所地から投票用紙を取り寄せて小笠原村で不在者投票を行う場合、予め前住所地の選挙管理委員会宛

てに投票用紙の請求が必要となります。投票用紙が郵送によりお手元に届きましたら、６月２７日（日）まで

に村役場又は母島支所（※）へお越し頂き投票を済ませてください（※母島は２６日（土）午後６時までとな

ります）。 
 なお、取り寄せ先の選挙管理委員会によっては、告示日前に投票用紙の発送ができない場合もありますので、

お早めに問い合わせてください。 
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【新型コロナウイルス感染症対策について】 

投票所、期日前投票所にはアルコール消毒液を設置し、記載台、鉛筆等不特定多数の方が触れる箇所は、 
定期的に消毒を行います。また、下記の事項につきまして有権者の皆様のご理解・ご協力をお願いします。 

 （１）周りの方との距離の確保のため、混雑時、投票所内への入場制限を行う場合があります。 
（２）マスクの着用や咳エチケット、来場前と帰宅後の手洗い・うがい等の対策をお願いします。 

 

【期日前投票について】 

期日前投票は、投票日前であっても投票日当日と同じように投票することができる制度です。 
期日前投票所へは、「入場券」を持参してください。 
《投票の対象者》  期日前投票を行う日に小笠原村における選挙権を有している方で、かつ投票日当日に 

投票できない事由がある方（期日前投票時には、「宣誓書」の記入が必要です）。 
《期日前投票の場所と期間》  

父 島：村  役  場 ６月２６日（土）～７月３日（土）  午前８時３０分～午後８時 

母 島：母 島 支 所 ６月２６日(土)〜７月２日(金) 午前８時３０分～午後６時 

 

【父島～母島間で、６月 ２１日（月）以降 転居された方の投票について】 
 

<父島 → 母島へ転居された方> ： ７月４日（日）の投票日に 父島 で投票となります。 
（または、７月２日(金)までに母島において、期日前投票を行うこともできます。） 

<母島 → 父島へ転居された方> ： ７月３日（土）の繰上投票日に 母島 で投票となります。 
（または、７月３日(土)までに父島において、期日前投票を行うこともできます。） 

☆ 期日前投票の受付場所・時間を以下の表でご確認ください。 

（ ○ ＝ その場所において期日前投票できます × ＝ 期日前投票できません） 

 
期 日 前 
投 票 場 所 

６月２６日（土） 

～７月２日（金） 

７月３日（土） 

（母島繰上投票日） 

父島 から 母島 へ 

 

転 居 さ れ た 方 

父島 村役場 
(午前８：３０～午後８：００) 

○ 
○ 

母島 母島支所 

(午前８：３０～午後６：００) × 

母島 から 父島 へ 

 

転 居 さ れ た 方 

父島 村役場 
(午前８：３０～午後８：００) 

○ 
○ 

母島 母島支所 

(午前８：３０～午後６：００) × 

 
【小笠原村以外（村外）の区市町村で不在者投票をされる方へ】 
◎ 早急に村役場総務課または母島支所へ“不在者投票”の投票用紙の請求（※）を行ってください。 

（所定の「請求書」に必要事項を記入して、原本を提出してください。）遅くとも６月１８日（金）まで。 

(※)内地から郵送で請求される場合、６月１６日（水）東京発のおがさわら丸に間に合うよう、 

余裕を持って請求してください。請求頂いた投票用紙は、希望する滞在先に郵送されます。 

請求時期が遅くなると、投票用紙が滞在先に届くのも遅くなり、投票できる期間が限られてしまい 

ますので、請求はお早めにお済ませください。 

 

◎ 投票用紙がお手元に到着したら、本人が速やかに滞在先の区市町村選挙管理委員会（指定病院に入院の方

は入院先の病院長等）に持参し、係員の指示に従って投票してください。 

  不在者投票は、６月２６日（土）から、行うことができます。 

◎ 投票終了後、投票用紙は不在者投票を行った選挙管理委員会等から小笠原村まで、直接送致されます。 

よって、投票は７月２日（金）東京発のおがさわら丸に郵送で間に合うよう余裕を持ってお済ませください。

この便より後では、投票用紙の到着が開票に間に合わず、投票が無効になりますのでご注意ください。 
 

●問合せ先  小笠原村選挙管理委員会事務局  ２－３１１１ 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
に
よ

䣬
て
は
䣍
本
号
掲
載
の
各
行
事
の
取
り
や
め
䣍
変
更

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
䣎
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

１ 

感
染
防
止
の
た
め
に
お
願
い
し
た
い
こ
と 

小
笠
原
村
の
特
性
を
加
味
し
た
村
内
で
の
行
動
指

針
䣕
小
笠
原
版
䣓
新
し
い
日
常
䣔
の
過
ご
し
方
䣖
を

目
安
に
日
々
の
生
活
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
䣎
ま

た
䣍
日
ご
ろ
か
ら
䣍
手
洗
い
䣍
ア
ル
コ
䤀
ル
消
毒
液

の
使
用
䣍
咳
エ
チ
ケ
䣹
ト
等
の
基
本
的
な
感
染
症
対

策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

２ 

発
熱
等
の
症
状
が
生
じ
た
方
は
䣍
東
京
都
発
熱

相
談
セ
ン
タ
䤀
䥹
０
３―

５
３
２
０―

４
５
９
２

䣗
24
時
間
対
応
䣘䥺
／
島
し
䣯
保
健
所
小
笠
原
出
張

所
䥹
２―

２
９
５
１
䣗
平
日
䥹
日
中
䥺䣘䥺
も
し
く
は

診
療
所
䥹
父
島
䥽
２―

３
８
０
０
䣍
母
島
３―

２
１

１
５
䥺
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
䣎 

※
島
し
䣯
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
の
開
設
時
間
は
平

日
の
午
前
９
時
䦅
午
後
５
時
ま
で
で
す
䣎 

 
 

 

３ 

村
で
は
䣍
希
望
さ
れ
る
す
べ
て
の
村
民
䥹
16

歳
以
上
䥺
の
皆
様
が
計
画
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
䣎 

５
月
に
は
䣍
医
療
従
事
者
へ
の
接
種
䣍
続
け
て
父

島
・
母
島
在
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
へ
の

接
種
を
開
始
し
ま
し
た
䣎 

さ
ら
に
䣍
父
島
で
は
50
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

に
䣍
母
島
で
は
16
䦅
64
歳
の
方
に
䣍
接
種
の
案
内

を
お
送
り
し
ま
し
た
䣎
接
種
を
予
約
さ
れ
た
方
は
䣍

ご
指
定
の
日
時
に
接
種
を
お
受
け
く
だ
さ
い
䣎 

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
䣍
接
種
は

２
回
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
䣎
接
種
を
申
し
込
ま
れ

た
方
は
䣍
ご
予
約
の
日
時
に
指
定
会
場
に
て
䣍
必
ず

２
回
目
ま
で
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
䣍

お
願
い
し
ま
す
䣎 

今
後
も
䣍
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
状
況
を
勘
案

し
て
対
象
を
拡
大
し
て
参
り
ま
す
䣎 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
䣍
村
役
場
ホ
䤀
ム
ペ
䤀

ジ
に
特
設
ペ
䤀
ジ
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
䣎
最
新
情

報
や
䣍
皆
様
が
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
な
ど
を
ま
と
め

て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
䣍
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

  

 

東
京
䪴
䪲
䪴
䪲
䨭
䩭
䩶
䩗
䩆
䨲
聖
火
䩭
䩯
䩻
䧘
䦼
実
施

䧡
䨕
䨈
す
䦽
実
際
䧵
聖
火
䩬
䩶
䩍
䩻
䧘
手
䧵
持
䧮
䩋
䩻

䩄
䨛
東
京
都
内
全
区
市
町
村
䧱
展
示
䨛
䧣
䨈
す
䦽 

◎
都
内
展
示
場
所 

https://w
w
w
.2020gam

es.m
etro.tokyo.lg.jp/59

db9289d73ead67dc6934e3dc49045d_3.pdf 
小
笠
原
村
䧵
䧖
䧐
䧰
䨌
次
䧸
日
程
䧱
展
示
䧐
䧩
䧣
䨈

す
䦽
䧟
䧸
機
会
䧵
䧦
䧼
䦼
䧠
覧
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

※
䩋
䩻
䩄
䧵
触
䨕
䨔
䧟
䧲
䧹
䧱
䧙
䨈
䧥
䨜
䦽 

䧆
父
島
䧇䪸
月
11
日
䪮金
䪯午
前
䪻
時
䫻
午
後
䪷
時 

場
所
䪼村
役
場
本
庁
舎 

䧆
母
島
䧇䪸
月
12
日
䪮土
䪯午
前
10
時
䫻
午
後
䪷
時 

場
所
䪼村
役
場
母
島
支
所 

            

小
笠
原
村
で
の
聖
火
リ
レ
䤀
は
䣍
父
島
・
母
島
と

も
に
７
月
16
日(

金)

に
実
施
さ
れ
ま
す
䣎
当
日

は
䣍
交
通
規
制
な
ど
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
䣎
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
䣍
７
月
号
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
事
務
局 

 

２―

３
１
１
７ 

 

 

６
月
は
䣍
個
人
住
民
税(

村･

都
民
税)(

第
１

期)

䣍
国
民
健
康
保
険
税(

第
１
期)

お
よ
び
介
護
保

険
料(

第
１
期)

の
納
期
で
す
䣎 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
䣍
６
月
30
日

(

水)

と
な
䣬
て
お
り
ま
す
の
で
䣍
納
期
限
ま
で
に
お

納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
䣍
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

 
 
 
 
 
 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

 

 

小
笠
原
村
䨴
䩻
䩙
䩮
䩉
䩯
䩖
利
用
料
䧵
䧮
䧙
䨈
䧣

䧰
䦼
次
䧸
方
々
䧹
䦼
減
額
䩺免
除
䧸
対
象
䧲
䧴
䨓
䨈
す
䦽 

䣗
利
用
料
減
額
・
免
除
対
象
者
䣘 

䥹
１
䥺
生
活
保
護
法(

昭
和
25
年
法
律
第
１
４
４

号)

の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
者 

䥹
２
䥺
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
世
帯
の
中
に
満
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
場
合 

䥹
３
䥺
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
身
体
障
害
者
福
祉
法

(

昭
和
24
年
法
律
第
２
８
３
号)

に
基
づ
く
身
体
障

害
者
手
帳
又
は
愛
の
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
者
が
世

帯
主
の
場
合 

減
額
・
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
䣍
総
務
課
窓
口
又
は
母
島
支
所
窓

口
に
て
䣍
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
情
報
通
信
係 

 
 

２―

３
１
１
１ 

    

   

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ
䣍
土
砂
災
害
や

水
害
等
で
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
の
発
令
基
準
が
見

直
さ
れ
ま
し
た
䣎 

こ
れ
を
う
け
て
䣍
小
笠
原
村
で
は
䣍
避
難
情
報
の

発
令
基
準
を
次
の
通
り
変
更
い
た
し
ま
す
䣎 

 ①
警
戒
レ
ベ
ル
５
で
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
を
䣓
緊

急
安
全
確
保
䣔
に
し
ま
す
䣎
緊
急
安
全
確
保
が
発
令

さ
れ
た
場
合
は
䣍
災
害
が
発
生
・
切
迫
し
避
難
場
所

等
へ
の
避
難
が
安
全
に
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
状

況
で
あ
り
䣍
自
宅
や
近
隣
の
建
物
等
で
直
ち
に
身
の

安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
䣎
※
従
来
は
災
害
発
生

情
報
を
発
令 

 ②
警
戒
レ
ベ
ル
４
で
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
を
䣓
避

難
指
示
䣔
に
一
本
化
し
ま
す
䣎
避
難
指
示
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
䣍
速
や
か
に
危
険
な
場
所
か
ら
全
員
避

難
し
て
く
だ
さ
い
䣎
※
従
来
は
避
難
勧
告
又
は
避
難

指
示
を
発
令 

 

③
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
を
䣓
高

齢
者
等
避
難
䣔
に
し
ま
す
䣎
高
齢
者
等
避
難
が
発
令

さ
れ
た
場
合
は
䣍
避
難
に
時
間
の
か
か
る
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
人
は
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
し
て
く
だ

さ
い
䣎
※
従
来
は
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

を
発
令 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

        

 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク 

聖
火
リ
レ
䤀
ト
䤀
チ
の
展
示 

画像提供：Tokyo 2020 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

䨴
䩻
䩙
䩮
䩉
䩯
䩖
利
用
料
減
額
䩺免
除
䧵
䧮
䧐
䧰 

避
難
情
報
䧸
発
令
基
準
䧸
見
直
䧣
䪮避
難
指
示

䧱
必
ず
避
難
䦽
避
難
勧
告
䧹
廃
止
䪯 
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国
民
健
康
保
険
は
䣍
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
に
䣍
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

䣓
相
互
に
助
け
合
䣬
て
い
く
䣔
制
度
で
す
䣎
ま
た
䣍

医
療
費
の
財
源
は
䣍
す
べ
て
の
加
入
者
が
収
入
に
応

じ
て
納
め
て
い
る
保
険
税
や
䣍
国
・
自
治
体
の
補
助

金
等
に
な
り
ま
す
䣎 

 

一
方
䧱
䦼
小
笠
原
村
䧸
国
民
健
康
保
険
財
政
䧱
䧹
䦼

国
保
税
等
䨛
䨌
䧲
䧵
平
成
30
年
度
䧗
䨒
東
京
都
䨂国

保
事
業
費
納
付
金
䨛
納
䨋
䧰
䧐
䨈
す
䧘
䦼
平
成
29
年

度
保
険
税
率
䧸
䨈
䨈
䧱
䧹
約
䪴
䪰
䪴
䪲
䪲
万
円
䧸
一
般

会
計
䧗
䨒
䧸
繰
入
䨕
䪮赤
字
䪯䧘
必
要
䧴
状
況
䧲
䧴
䧭

䧰
䧐
䨈
䧣
䧩
䦽
䧟
䧸
約
䪴
䪰
䪴
䪲
䪲
万
円
䧸
赤
字
䨛
解
消

す
䨔
䧩
䨋
䦼
平
成
30
年
度
䧗
䨒
䪷
年
間
䧗
䧝
䧰
国
民

健
康
保
険
税
率
䧸
改
正
䨛
䧣
䨈
す
䦽 

 

国
保
加
入
の
皆
様
に
は
䣍
税
率
改
正
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

◎
令
和
䪵
年
度
小
笠
原
村
国
民
健
康
保
険
税
䪮以
下

䧂
国
保
税
䧃䪯䧸
改
正 

 

国
保
税
䧹
䦼
医
療
給
付
䧸
䧩
䨋
䧸䧂
医
療
分
䧃䦼
75
歳

以
上
䧸
後
期
高
齢
者
医
療
䨛
支
䧔
䨔䧂
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
䧃䦼
40
歳
以
上
䧸
介
護
保
険
䨛
支
䧔
䨔䧂
介

護
納
付
金
分
䧃䧱
構
成
䧡
䨕
䧰
䧐
䨈
す
䦽 

䨈
䧩
䦼
表
䧸
䧲
䧖
䨓
䦼
保
険
税
率
䨛
改
定
䧣
䧰
䧐
䨈

す
䦽 

            

                           

◎
国
保
税
の
軽
減
制
度 

䣗
制
度
改
正
䣘 

 
 

地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
䣍
国
保
税
の
減
額

の
対
象
と
な
る
所
得
の
基
準
に
つ
い
て
䣍
軽
減
判

定
所
得
の
算
定
に
お
い
て
基
礎
控
除
額
相
当
分
の

基
準
額
を
43
万
円
䥹
こ
れ
ま
で
は
33
万
円
䥺
に

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
䣍
被
保
険
者
の
う
ち
一
定

の
給
与
所
得
者
と
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
る

者
の
数
の
合
計
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
10
万

円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
䣎 

 

                    

䣗
軽
減
制
度
の
概
要
等
䣘 

 
 

国
保
税
に
は
䣍
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
し
た
軽

減
措
置
が
あ
り
ま
す
䣎
世
帯
の
所
得
額
䥹
世
帯
主

及
び
国
保
加
入
者
の
所
得
の
合
計
額
䥺
に
応
じ

て
䣍
均
等
割
額
䥹
加
入
者
１
人
に
つ
き
課
税)

と

平
等
割
額
䥹
１
世
帯
に
つ
き
課
税
䥺
が
軽
減
さ
れ

ま
す
䣎 

ま
た
䣍
均
等
割
額
・
平
等
割
額
の
軽
減
制
度

は
䣍
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
䣍
所
得
の
申

告
が
必
要
で
す
䣎
軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の

は
䣍
世
帯
主
及
び
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員

が
申
告
を
済
ま
せ
て
い
る
世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
䣎 

 
 

一
人
で
も
未
申
告
者
が
い
る
と
軽
減
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
䣍
収
入
が
な
い
方
で
も

所
得
の
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
䣎 

 
 

䧴
䧖
䦼
軽
減
判
定
䧱
䧹
䦼
国
民
健
康
保
険
䧵
加

入
䧣
䧰
䧐
䧴
䧐
世
帯
主
䧸
所
得
䨌
含
䨋
䧰
判
定
䧣
䨈

す
䦽
䪮保
険
税
䧸
計
算
䧵
䧹
䦼
国
民
健
康
保
険
䧵
加

入
䧣
䧰
䧐
䧴
䧐
世
帯
主
䧸
所
得
䧹
含
䨈
䨕
䨈
䧥
䨜
䦽
䪯 

◎
離
職
を
さ
れ
た
方
へ
の
国
保
税
軽
減
䥹
倒
産
・
解

雇
や
雇
い
止
め
な
ど
䥺 

 

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
申
請
の
手
続
き
を
す
る

と
䣍
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
䣎 

䣗
対
象
者
䣘 

○
雇
用
保
険
䧸
特
定
受
給
資
格
者
䪮倒
産
䩺解
雇
䧴

䧳
䧵
䨑
䨔
離
職
䦽
離
職
理
由
䨶
䩻
䩌 

１１
䦼
１２
䦼

２１
䦼
２２
䦼
３１
䦼
３２
䧸
方
䥺 

○
雇
用
保
険
䧸
特
定
理
由
離
職
者
䪮雇
䧐
止
䨋
䧴

䧳
䧵
䨑
䨔
離
職
䦽
離
職
䨶
䩻
䩌
䧘
２３
䦼
３３
䦼
３４ 

䧸
方
䪯 

※
特
例
受
給
資
格
者
䣍
高
年
齢
受
給
資
格
者
は
䣍

右
記
の
離
職
コ
䤀
ド
で
あ
䣬
て
も
対
象
外 

※
特
例
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
䣓
特
䣔䣍
高

年
齢
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
䣓
高
䣔
と

表
記 

䣗
軽
減
期
間
䣘
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で 

䣗
申
請
場
所
䣘
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
䣍
母
島
支
所 

䣗
持
参
す
る
も
の
䣘䣓
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
䣔䣍

印
鑑
䥹
シ
䣺
チ
ハ
タ
不
可
䥺 

 

◎
新
型
䨶
䩰
䩍
䨩
䨧
䩮
䨼
感
染
症
䧵
係
䨔
国
保
税
減
免 

 

新
型
䨶
䩰
䩍
䨩
䨧
䩮
䨼
感
染
症
䧸
影
響
䧵
䨑
䨓
䦼
主
䧩

䨔
生
計
維
持
者
䧸
死
亡
や
事
業
収
入
䩺給
与
収
入
等

䧸
収
入
䧘
前
年
䨑
䨓
一
定
程
度
減
少
䧣
䧩
世
帯
䧴
䧳

䧵
対
䧣
䧰
䦼
国
民
健
康
保
険
税
䧘
減
免
䧡
䨕
䨈
す
䦽 

※
前
年
䥹
令
和
２
年
中
䥺
の
所
得
金
額
が
䣓
０

円
䣔
の
場
合
䣍
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
䣎 

䣗
減
免
の
対
象
と
な
る
保
険
税
䣘 

 
 

令
和
３
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
で
あ
䣬

て
䣍
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
納
期
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る

も
の 

 

※
納
期
限
到
達
前
に
申
請
が
必
要
で
す
䣎 

䣗
対
象
世
帯
①
䣘 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
䣍
主

た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
䣍
又
は
重
篤
な
傷
病
を

負
䣬
た
世
帯 

 

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
等 
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䣗
減
免
に
該
当
す
る
要
件
䣘 

 
 

医
師
の
死
亡
診
断
書
も
し
く
は
診
断
書
に
よ
䣬

て
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
䣬
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と 

䣗
減
額
又
は
免
除
さ
れ
る
額
䣘
対
象
保
険
税
の
全
額 

䣗
必
要
書
類
䣘 

 

○
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請
書 

 

○
医
師
䧸
死
亡
診
断
書
䪮重
篤
䧸
場
合
䧹
䦼
重
篤
䧴

傷
病
䨛
負
䧭
䧩
䧟
䧲
䧘
確
認
䧱
䧙
䨔
診
断
書
䪯 

䣗
対
象
世
帯
②
䣘 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
䣍
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
・
不
動
産

収
入
・
山
林
収
入
・
給
与
収
入(

以
下
䣓
事
業
収

入
等
䣔)

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯 

䣗
減
免
に
該
当
す
る
要
件
䣘 

 

○
事
業
収
入
・
不
動
産
収
入
・
山
林
収
入
・
給
与

収
入
の
い
ず
れ
か
の
収
入
が
䣍
収
入
の
種
類

ご
と
に
見
た
場
合
䣍
前
年
に
比
べ
て
10
分
の

３
以
上
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と 

 

○
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
䥻
０
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と 

 

○
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収
入
等
に

係
る
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円 

以
下
で
あ
る
こ
と 

䣗
減
額
又
は
免
除
さ
れ
る
額
䣘 

 
 

表
１
の
䣓
減
免
対
象
の
保
険
税
額
䣔
に
表
２
の

䣓
減
額
割
合(

d)

䣔
を
か
け
た
金
額 

           

                 

䣗
す
べ
て
の
申
請
で
必
要
な
書
類
䣘 

 

○
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請
書 

 

○
収
入
見
込
額
等
申
告
書 

 

○
令
和
３
年
中
の
収
入
見
込
み
䥹
事
業
収
入
の
場

合
は
売
上
䥺
が
わ
か
る
資
料 

※
自
身
で
用
意
す
る
の
が
難
し
い
場
合
は
䣓
令
和

３
年
中
収
入
見
込
額
申
告
書
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い 

 

○
令
和
３
年
１
月
か
ら
直
近
ま
で
の
収
入
が
わ
か

る
書
類
䥹
事
業
収
支
の
帳
簿
や
給
与
明
細
書

等
䥺 

 

○
令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
書
の
控
え
䥹
給
与
収

入
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票
の
写
し
で
可
䥺 

 

※
申
請
書
類
は
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
か
ら
入
手
可
能 

䣗
場
合
に
よ
䣬
て
は
必
要
な
書
類
䣘 

 

○
保
険
金
や
損
害
賠
償
等
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
べ

き
金
額
が
わ
か
る
書
類
䥹
保
険
契
約
書
等
䥺 

 

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
事
業
等

の
廃
止
や
失
業
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類

䥹
廃
業
等
届
出
書
䣍
事
業
主
の
証
明
等
䥺 

䣗
申
請
場
所
䣘
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
䣍
母
島
支
所 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

  

小
笠
原
村
国
民
健
康
保
険
の
被
用
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
等
で
䣍
療
養

の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
䣬
た
期
間

に
お
い
て
䣍
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
䣎 

䧆
対
象
者
䧇国
民
健
康
保
険
䧸
被
保
険
者
䧱
䧎
䨔
被

用
者
䪮給
与
䧸
支
払
䧐
䨛
受
䧝
䧰
䧐
䨔
者
䪯䧱
䦼
療
養

䧸
䧩
䨋
労
務
䧵
服
す
䨔
䧟
䧲
䧘
䧱
䧙
䧴
䧐
者
䪮新
型

䨶
䩰
䩍
䨩
䨧
䩮
䨼
感
染
症
䧵
感
染
䧣
䧩
場
合
又
䧹
発

熱
等
䧸
症
状
䧘
䧎
䨓
感
染
䧘
疑
䨘
䨕
䨔
場
合
䧵
限

䨔
䪯 

※
被
保
険
者
本
人
の
疾
病
䥹
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
感
染
又
は
感
染
疑
い
䥺
に
対
し

て
給
付
す
る
も
の
で
あ
り
䣍䣓
濃
厚
接
触

者
䣔䣓
外
出
自
粛
䣔
等
は
対
象
外 

䧆
支
給
期
間
䧇労
務
䧵
服
す
䨔
䧟
䧲
䧘
䧱
䧙
䧴
䧛
䧴
䧭

䧩
日
䧗
䨒
起
算
䧣
䧰
䪵
日
䨛
経
過
䧣
䧩
日
䧗
䨒
労

務
䧵
服
す
䨔
䧟
䧲
䧘
䧱
䧙
䧴
䧐
期
間 

※
給
与
収
入
の
全
部
又
は
一
部
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
者
に
対
し
て
は
䣍
こ
れ
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
期
間
は
䣍
傷
病
手
当
金
を
支
給

し
ま
せ
ん
䣎 

※
そ
の
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
給
与
収
入
の
額

が
䣍
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
傷
病
手
当
金

の
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
䣍
そ
の
差
額
を
支

給
し
ま
す
䣎 

䣗
支
給
額
䣘 

䪳
日
䧎
䧩
䨓
䧸
支
給
額
䪮※
䪯×

支
給
対
象
日
数 

※
䥹
直
近
の
継
続
し
た
３
月
間
の
給
与
収
入
の
合

計
額
÷
就
労
日
数
䥺×

２
／
３ 

䣗
適
用
期
間
䣘 

 

令
和
２
年
１
月
１
日
䦅
令
和
３
年
９
月
30
日
の

間
で
療
養
の
た
め
労
務
を
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

期
間(

た
だ
し
䣍
入
院
が
継
続
す
る
場
合
等
は
健
康

保
険
と
同
様
䣍
最
長
１
年
６
月
ま
で) 

䣗
申
請
書
類
䣘 

䣑
帰
国
者
・
接
触
外
来
を
受
診
し
た
場
合
䣒 

 
 

医
療
機
関
に
お
い
て
被
保
険
者
が
提
出
す
る
申

請
書
䥹
医
療
機
関
記
入
用
䥺
に
必
要
事
項
を
記
載

し
て
い
た
だ
き
ま
す
䣎 

※
事
業
主
や
医
師
に
よ
る
証
明
等
を
含
む
複
数
の

申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
䣎 

䣑
帰
国
者
・
接
触
外
来
を
受
診
し
な
い
ま
ま
体
調

が
改
善
し
た
場
合
䣒 

 

被
保
険
者
の
記
載
内
容
を
事
業
主
が
確
認
し
䣍
事

業
主
で
把
握
し
て
い
る
労
務
不
能
の
期
間
と
照
ら
し

て
相
違
が
な
い
こ
と
を
事
業
主
に
も
証
明
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
䣍
医
療
機
関
記
入
用
の
申
請
書
の
添
付

が
な
く
て
も
申
請
し
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
䣎 

※
事
業
主
に
よ
る
証
明
等
を
含
む
複
数
の
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

 

小
笠
原
村
䧱
䧹
䦼
地
震
䩺津
波
や
武
力
攻
撃
䧴
䧳
䧸

災
害
時
䧵
䦼
全
国
瞬
時
警
報
䨺
䨼
䩉
䩣
䪮䫈
䨥 

䩬
䩻

䩋
䪯䧗
䨒
送
䨒
䨕
䧰
䧛
䨔
国
䧗
䨒
䧸
緊
急
情
報
䨛
䦼
防

災
行
政
無
線
䨛
用
䧐
䧰
確
実
䧵
皆
䧡
䨈
䨂䧖
伝
䧔
す
䨔

䧩
䨋
䦼
村
内
䧱
防
災
行
政
無
線
䧸
試
験
放
送
䨛
行
䧐
䨈

す
䦽 

䧆
日
時
䧇䪸
月
17
日
䪮木
䪯午
前
10
時
䧟
䨖 

※
小
笠
原
村
以
外
䧸
地
域
䧱
䨌
䦼
全
国
的
䧵
試
験
䧘

実
施
䧡
䨕
䨈
す
䦽 

※
防
災
行
政
無
線
䧸
放
送
䧹
䦼
最
大
音
量
䧱
䧸
放
送

䧲
䧴
䨓
䨈
す
䦽 

●
問
合
䧥
先 

総
務
課
総
務
係 

 

䪴―

䪵
䪳
䪳
䪳 

          

国
民
健
康
保
険
の
傷
病
手
当
金
の
支
給 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国
一
斉
の
緊
急
情

報
伝
達
試
験 
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新
型
䨶
䩰
䩍
䨩
䨧
䩮
䨼
感
染
症
䧸
収
束
䧘
未
䧪
見
通

䧥
䧰
䧐
䧴
䧐
現
状
䨛
鑑
䨉
䦼
島
民
や
観
光
客
䧸
皆
様
䧵

安
全
安
心
䧵
楽
䧣
䨜
䧱
䧐
䧩
䧪
䧛
䧟
䧲
䧘
困
難
䧱
䧎
䨔

䧟
䧲
䧗
䨒
䦼
小
笠
原
䨸
䩡
䩻
䩘
䨪
䨼
䩉
䨦
䩓
䩮
䪴
䪲
䪴
䪳
䧸

開
催
中
止
䨛
決
定
䧐
䧩
䧣
䨈
䧣
䧩
䦽 

開
催
䨛
楽
䧣
䨉
䧵
䧡
䨕
䧰
䧐
䧩
皆
様
方
䧵
䧖
䧗
䨕

䨈
䧣
䧰
䧹
䦼
大
変
残
念
䧴
䧠
案
内
䧲
䧴
䨓
䨈
す
䧘
䦼
何

卒
䧠
理
解
䧛
䧪
䧡
䧐
䨈
す
䨑
䧒
䧖
願
䧐
申
䧣
上
䧞
䨈

す
䦽 

●
問
合
䧥
先 

䨸
䩡
䩻
䩘
䨪
䨼
䩉
䨦
䩓
䩮
実
行
委
員
会 

䪮小
笠
原
村
観
光
協
会
内
䪯  

䪴―
䪴
䪷
䪺
䪹 

  

 

小
笠
原
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
䣍
ベ
ル
マ
䤀
ク

を
集
め
て
学
校
に
必
要
な
教
材
備
品
を
整
備
す
る
活

動
を
行
䣬
て
い
ま
す
䣎 

ベ
ル
マ
䤀
ク
ま
た
は
使
用
済
み
イ
ン
ク
ト
ナ
䤀
カ

䤀
ト
リ
䣹
ジ
䥹
キ
䣺
ノ
ン
・
エ
プ
ソ
ン
・
ブ
ラ
ザ
䤀

各
社
純
正
品
の
み
䥺
が
あ
り
ま
し
た
ら
䣍
回
収
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

䣗
回
収
箱
設
置
場
所
䣘 

○
小
笠
原
小
中
学
校
各
玄
関 

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀 

○
村
役
場
ホ
䤀
ル 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２―

２
０
１
２ 

 
 
 
 
 
 

小
笠
原
中
学
校 

 

２―

２
５
０
２ 

  䧆
実
施
日
程
䧇䪸
月
16
日
䪮水
䪯 

䧆
実
施
時
間
䧇午
後
䪹
時
䫻
䪻
時 

䧆
実
施
場
所
䧇地
域
福
祉
䨾
䩶
䩂
䩻 

䧆
行
政
相
談
委
員
䧇 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

䧀
住
所
䧁小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

䧀
電
話
䧁䪲
䪻
䪲―

䪹
䪳
䪹
䪵―

䪸
䪹
䪸
䪺 

※
予
約
䧸
必
要
䧹
䧎
䨓
䨈
䧥
䨜 

●
問
合
䧥
先 

村
民
課
住
民
係 

 
   

䪴―

䪵
䪳
䪳
䪵 

  

䣗
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
䣘 

①
特
別
支
援
教
育
補
助
員
䥹
教
員
免
許
有
䥺 

②
特
別
支
援
教
育
補
助
員
䥹
資
格
な
し
䥺 

①
䣍
②
併
せ
て
若
干
名 

 

䣗
業
務
内
容
䣘 

小
笠
原
小
学
校
の
特
別
支
援
教
育
の
補
助
業
務 

䣗
期
間
䣘
７
月
１
日
䦅
令
和
４
年
３
月
31
日 

䣗
勤
務
日
時
䣘
月
曜
日
䦅
金
曜
日 

※
行
事
に
よ
り
土
日
祝
日
勤
務
あ
り 

午
前
７
時
45
分
䦅
午
後
４
時
15
分 

䥹
週
29
時
間
以
内
䥺 

䣗
時
間
給
䣘 

① 
１
䥻
１
０
８
円
䦅
䥹
教
員
免
許
有
䥺 

② 
１
䥻
０
１
３
円
䦅
䥹
資
格
な
し
䥺 

䣗
選
考
方
法
䣘 

 

書
類
・
面
接 

䣗
申
込
期
限
䣘 

 

６
月
21
日
䥹
月
䥺
ま
で 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

 

２―

３
１
１
７ 

 

村
で
は
次
の
と
お
り
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

し
ま
す
䣎 

䣗
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
䣘 

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
䣍
令
和
２
年
４
月
か

ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
非
常
勤
の
職
で
䣍
会
計
年
度

䥹
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
䥺
内

の
う
ち
䣍
必
要
な
期
間
任
用
さ
れ
る
職
員
で
す
䣎 

会
計
年
度
を
超
え
て
の
任
期
の
更
新
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
䣎 

䣗
各
職
種
共
通
事
項
䣘 

●
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
人
は
申
込

み
で
き
ま
せ
ん 

●
必
要
書
類
䥽
市
販
の
履
歴
書
䥹
顔
写
真
添
付
䥺
に

必
要
事
項
を
記
入
䥹
免
許･

資
格
等
を
要
す
る
職
種

は
䣍
任
用
の
際
䣍
免
許
証
䣍
資
格
証
等
の
写
し
が
必

要
と
な
り
ま
す
䥺 

◎
診
療
所 

䧆
職
種
及
䧽
採
用
人
員
䧇看
護
師
䪼䪳
名 

䧆
業
務
内
容
䧇看
護
業
務 

䧆
勤
務
先
䧇小
笠
原
村
診
療
所 

䧆
任
用
期
間
䧇採
用
日
䫻
令
和
䪶
年
䪵
月
31
日 

䧆
勤
務
時
間
䧇午
前
䪺
時
30
分
䨈
䧩
䧹
午
前
䪻
時
䧗

䨒
䦼
䪷
䫻
䪸
時
間
勤
務
䪮週
29
時
間
以
内
䪯 

䧆
報
酬
額
䪮時
給
䪯䧇䪳
䪰
䪳
䪺
䪴
円
䫻
䪳
䪰
䪶
䪹
䪲
円 

䧆
応
募
資
格
䧇看
護
師
免
許 

䧆
条
件
等
䧇詳
細
䧵
関
䧣
䧰
䧹
䧖
問
䧐
合
䨘
䧥
䧛
䧪
䧡
䧐 

䧆
申
込
期
限
䧇随
時 

◎
老
人
ホ
䤀
ム 

䣗
職
種
及
び
採
用
人
員
䣘
介
護
員
䥽
若
干
名 

䣗
業
務
内
容
䣘
介
護
業
務 

䣗
勤
務
先
䣘
太
陽
の
郷 

䣗
任
用
期
間
䣘
採
用
日
䦅
令
和
４
年
３
月
31
日 

䣗
勤
務
時
間
䣘
午
前
６
時
䦅
午
後
８
時
15
分
の
間 

シ
フ
ト
勤
務
䥹
週
29
時
間
以
内
䥺 

䣗
報
酬
額
䥹
時
給
䥺䣘
䪳
䪰
䪲
䪶
䪵
円
䫻
䪳
䪰
䪴
䪹
䪴
円 

䣗
応
募
資
格
䣘
介
護
福
祉
士
資
格
ま
た
は
介
護
初
任

者
講
習
修
了
相
当 

䣗
条
件
等
䣘
詳
細
に
関
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い 

䣗
申
込
期
限
䣘
随
時 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

医
療
課
診
療
所
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
８
０
０ 

  䧆
定
員
䧇若
干
名 

䧆
応
募
資
格
䧇父
島
䩺母
島
䧵
住
民
票
䧸
䧎
䨔
20
歳
以

上
䧸
健
康
䧴
方
䪮男
女
問
䨘
ず
䪯 

一
定
䧸
金
額
䧸
報
酬
䧲
出
動
䧸
際
䧹
手
当
䧘
支
給

䧡
䨕
䨈
す
䦽 

消
防
活
動
䧵
必
要
䧴
制
服
等
䧹
給
貸
与
䧡
䨕
䨈

す
䦽 功

労
䩺功
績
䧘
䧎
䧭
䧩
場
合
䧹
表
彰
䧡
䨕
䨈
す
䦽 

島
䧸
䧩
䨋
䧵
消
防
団
員
䧲
䧣
䧰
活
動
䧣
䨈
䧥
䨜

䧗
？ 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
消
防
団
事
務
局 

 

２―

３
１
１
１ 

      

◎
ビ
䤀
デ
祭
䥹
文
化
祭
䥺 

今
年
度
に
行
わ
れ
る
䣍
ビ
䤀
デ
祭
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
非
公
開
で
実
施

い
た
し
ま
す
䣎 

一
般
の
方
の
御
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
䣍
御
注

意
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

 

２―

２
３
４
６ 

 

䣗
試
験
日
時
䣘 

６
月
12
日(

土) 

午
前
９
時
か
ら 

䣗
申
込
期
限
䣘 

６
月
11
日(

金) 

午
後
５
時
15
分 

＊
申
込
書
䧹
䦼
警
察
署
及
䧽
母
島
駐
在
所
䧵
䧎
䨓
䨈

す
䦽 

䣗
試
験
場
所
䣘
小
笠
原
警
察
署 

≪

学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て≫

 

 

実
技
講
習
を
䣍
７
月
31
日(

土)

に
警
察
署
敷
地

内
で
の
整
備
点
検
要
領
及
び
島
内
路
上
走
行
訓
練
を

実
施
予
定
䣎 

●
問
合
せ
先 

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署 

交
通
係 

２―

２
１
１
０ 

  

 

施
設
管
理
䧸
䧩
䨋
䦼
䪸
月
䪸
日
䪮日
䪯地
域
福
祉
䨾
䩶

䩂
䩻
䧹
臨
時
休
館
䧐
䧩
䧣
䨈
す
䦽 

 

䧠
迷
惑
䨛
䧖
䧗
䧝
䧐
䧩
䧣
䨈
す
䧘
䦼
䨉
䧴
䧡
䨈
䧸 

䧠
理
解
䧲
䧠
協
力
䨛
䨑
䨖
䧣
䧛
䧖
願
䧐
䧐
䧩
䧣
䨈
す
䦽 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２―

２
４
８
６ 

  

ベ
ル
マ
䤀
ク
お
よ
び
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
䤀

ト
リ
䣹
ジ
回
収 

行
政
相
談
所
の
開
設 

小
笠
原
小
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

小
笠
原
村
消
防
団 

団
員
募
集
䥹
父
島
・
母
島
䥺

小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

原
付
免
許
学
科
試
験 

小
笠
原
村
地
域
福
祉
䨾
䩶
䩂
䩻

 

臨
時
休
館
䧵
䧮
䧐
䧰 

小
笠
原
サ
マ
䤀
フ
䣷
ス
テ
䣵
バ
ル
２
０
２
１

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ 
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 東

京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制
度

䥹
平
成
18
年
条
例
第
９
号
䥺
は
䣍
島
し
䣯
９
町
村

の
住
民
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
と
と
も
に
䣍
組
合
の
公
正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
䣍
毎
年
１
回
の
情
報
公
開
実

施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

 

令
和
２
年
度
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
䣍
次
の
と

お
り
公
表
い
た
し
ま
す
䣎 

 

令
和
２
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
情
報

公
開
実
施
状
況 

開
示
請
求
件
数 

䪴
件 

開
示
決
定
件
数 

䪴
件
䪮一
部
開
示
決
定
䨛
含
䨊
䦽
䪯 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
担
当 

０
３―

３
４
３
２―

４
９
６
１ 

 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
䣯
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
䣎 

䣗
相
談
内
容
䣘
無
料
一
般
相
談 

䣗
実
施
日
程
䣘
６
月
25
日
䥹
金
䥺 

䣗
実
施
時
間
䣘
午
前
10
時
䦅
正
午 

䥹
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
䥺 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
䣍
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
䥹
受
付
時
間
䥽
平
日
午
前

11
時
䦅
午
後
３
時
䥺 

●
問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

  

䣗
日
時
䣘
６
月
15
日
䥹
火
䥺
午
後
４
時
䦅
６
時 

䣗
場
所
䣘
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

䣗
相
談
内
容
䣘 

○
労
働
条
件
䥹
労
働
時
間
䣍
安
全
衛
生
䣍
賃
金
䣍
退

職
・
解
雇
な
ど
䥺 

○
求
人
求
職
䥹
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
䥺 

○
労
災
保
険
䥹
加
入
䣍
労
災
給
付
な
ど
䥺 

○
雇
用
保
険
䥹
加
入
䣍
失
業
給
付
な
ど
䥺 

 

※
当
日
䣍
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
䣍
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

 
 
 

２―

２
１
０
２ 

    

 

䪸
月
䧸
定
期
予
防
接
種
䧸
日
程
䨛
䧖
知
䨒
䧥
䧣
䨈

す
䦽 

䣗
父
島
䣘䣑
日
時
䣒
６
月
３
日
䥹
木
䥺 

午
後
２
時
30
分
䦅
４
時 

䣑
場
所
䣒
小
笠
原
村
診
療
所 

＊
父
島
は
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
䣎
前
日
ま
で
に
福

祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
母
島
䣘䣑
日
時
䣒
６
月
３
日
䥹
木
䥺 

 
 
 
 

午
後
３
時
30
分
䦅
４
時 

䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
䣍
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
䣍
四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
䣍
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
䣍 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
䣍
水
痘
ワ
ク
チ
ン
䣍

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
䣍
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
䣍
ロ
タ

ワ
ク
チ
ン
䥹
定
期
接
種
は
令
和
２
年
８
月
生
ま
れ
以

降
の
方
が
対
象
䥺䣍
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン 

●
問
合
せ
先 

  

村
民
課
福
祉
係 

 

䪴―

䪵
䪻
䪵
䪻 

              

母
島
支
所 

 
 

 
 

䪵―

䪴
䪳
䪳
䪳 

  

保
育
園
年
長
䣍
小
学
６
年
生
の
方
を
対
象
に
䣍
定

期
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
䣎
対
象
の
方
に
は

個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
䣎 

䧆
接
種
種
類
䧇 

保
育
園
年
長 

麻
䧣
䨜
風
䧣
䨜
混
合 

小
学
䪸
年
生 

䪴
種
䪮䨻
䩘
䩉
䩭
䨥
䩺破
傷
風
䪯混
合 

䧆
実
施
場
所
䧇䣑
父
島
䣒 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 
 

䣑
母
島
䣒 

母
島
診
療
所 

䧆
実
施
日
䧇䧀
父
島
䧁 

保
育
園
年
長 

䪸
月
䪺
日
䪮火
䪯 

小
学
６
年
生 

６
月
15
日
䪮火
䪯 

 
 
 
 

䣑
母
島
䣒
小
学
䪸
年
生 

䪸
月
䪵
日
䪮木
䪯 

䣗
受
付
時
間
䣘
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
䣎 

 

※
な
お
䣍
例
年
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
Ⅱ
期
に
つ
き
ま
し

て
は
䣍
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
が
一
時
停
止
し
て
い
る
こ

と
か
ら
䣍
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
基
づ
き
来
年
度
実

施
予
定
で
す
䣎䥹
令
和
４
年
度
は
䣍
４
年
生
䣍
５
年

生
が
対
象
予
定
で
す
䣎䥺 

●
問
合
せ
先 

  

村
民
課
福
祉
係 

 

䪴―

䪵
䪻
䪵
䪻 

              

母
島
支
所 

 
 

 
 

䪵―

䪴
䪳
䪳
䪳 

   

䪸
月
䧹
小
児
科
医
䧘
来
島
䧣
䨈
す
䦽
対
象
者
䧸
方
䧵

䧹
䦼
個
別
通
知
䨛
䧐
䧩
䧣
䨈
す
䦽
䪸
歳
未
満
䧸
乳
幼
児

䧱
健
診
䨛
希
望
䧡
䨕
䨔
方
䧹
䦼
䧖
手
数
䧱
す
䧘
䦼
事
前

䧵
電
話
䧱
䧸
予
約
䨛
䧖
願
䧐
䧐
䧩
䧣
䨈
す
䦽 

䣗
対
象
者
䣘
４
か
月
䣍
７
か
月
䣍
10
か
月
䣍 

 

１
歳
６
か
月
䣍
２
歳
６
か
月
䣍
３
歳
の
乳
幼
児 

䣗
父
島
䣘≪

日
時≫

６
月
12
日
䥹
土
䥺 

受
付
時
間 

午
後
２
時
䦅
３
時
30
分 

≪

場
所≫

地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
２
階
大
会
議
室 

＊
な
お
䣍
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
䣍
お
手
数
で
す
が
䣍
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
䣎䥹
役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す
䥺 

䣗
母
島
䣘≪

日
時≫

６
月
10
日
䥹
木
䥺 

受
付
時
間 

午
後
３
時
䦅
４
時 

≪

場
所≫
母
島
診
療
所
䪴
階
䨮
䩶
䩘
䨤
䩯
䩶
䨼
䩮
䩻
䩣 

●
問
合
せ
先 

  

村
民
課
福
祉
係 

 

䪴―

䪵
䪻
䪵
䪻 

              
母
島
支
所 

 
 

 
 

䪵―

䪴
䪳
䪳
䪳 

  

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ
る

お
話
䣍
フ
ロ
ス
の
使
い
方
䣍
歯
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
䣎
も
う
一
度
䣍
一
緒
に
歯
の

磨
き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？  

䧆
対
象
者
䧇䪲
歳
䫻
䪵
歳
頃
䨈
䧱
䧸
䧖
子
様
䧲
保
護
者 

䧆
持
䧫
物
䧇䧐
䧮
䨌
使
䧭
䧰
䧐
䨔
歯
䩙
䩬
䨺
䦼
䩂
䨭
䩮 

䧆
日
時
䧇䪲
歳
䨲
䩬
䨼
䪼䪸
月
21
日
䪮月
䪯 

午
前
９
時
30
分
䦅
10
時
30
分 

䪳
歳
䫻
䪵
歳
䨲
䩬
䨼
䪼䪸
月
21
日
䪮月
䪯 

午
前
10
時
45
分
䫻
11
時
45
分 

䧆
場
所
䧇 

地
域
福
祉
䨾
䩶
䩂
䩻 

䪴
階
大
会
議
室 

䧆
事
前
申
䧣
込
䨉
䧇必
要 

䧆
締
䨋
切
䨓
䧇䪸
月
17
日
䪮木
䪯 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

  

村
民
課
福
祉
係 

 
 

䪴―

䪵
䪻
䪵
䪻 

   

子
育
て
を
し
て
い
て
䣍
イ
ラ
䣹
と
し
た
り
䣍
落
ち

込
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
先
生
か
ら
気

持
ち
の
切
り
替
え
の
仕
方
や
気
分
転
換
す
る
方
法
な

ど
を
お
話
い
た
だ
き
䣍
皆
さ
ん
が
ほ
䣬
と
で
き
る
セ

ミ
ナ
䤀
を
開
催
し
ま
す
䣎
日
々
の
子
育
て
の
悩
み
や

疑
問
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
䣎 

䣗
母
島
䣘
日
時
６
月
18
日
䥹
金
䥺 

午
前
10
時
䦅
11
時 

会
場 

母
島
支
所
２
階
大
会
議
室 

䣗
父
島
䣘
日
時
６
月
19
日
䥹
土
䥺 

午
前
10
時
䦅
11
時 

会
場 

福
祉
セ
ン
タ
䤀
２
階
大
会
議
室 

䣗
事
前
申
し
込
み
䣘
必
要 

䣗
締
め
切
り
䣘
母
島 

６
月
17
日
䥹
木
䥺 

 
 
 
 
 
 

父
島 

６
月
18
日
䥹
金
䥺 

●
問
合
せ
先 

  

村
民
課
福
祉
係 

 

䪴―

䪵
䪻
䪵
䪻 

              

母
島
支
所 

 
 

 
 

䪵―

䪴
䪳
䪳
䪳 

      

電
話
䧵
䨑
䨔
無
料
法
律
相
談 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

定
期
予
防
接
種
① 

定
期
予
防
接
種
② 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

育
児
学
級
䥹
歯
科
の
会
䥺䥹
父
島
䥺 

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て
セ
ミ
ナ
䤀 

䣓
頑
張
り
す
ぎ
な
い
子
育
て
䣔 
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小
笠
原
海
運
㈱ 
０
３(
３
４
５
１)

５
１
７
１ 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３(

３
４
５
５)

３
０
９
０ 

    

䣗
父
島
䣘䣑
場
所
䣒
小
笠
原
村
診
療
所 

䧀
日
時
䧁䪸
月
21
日
䪮月
䪯䫻
25
日
䪮金
䪯 

午
前
９
時
䦅
正
午
・
午
後
２
時
䦅
５
時 

䣗
母
島
䣘䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所 

䧀
日
時
䧁䪸
月
18
日
䪮金
䪯 

午
前
９
時
䦅
正
午
・
午
後
２
時
䦅
５
時 

䧆
事
前
予
約
䧇平
日
䪮水
曜
日
䨛
除
䧛
䪯午
後
䪳
時
30

分
䫻
午
後
䪷
時
䧸
間
䧵
䦼
電
話
䧵
䧰
診
療
所
䧵
䧠
予
約

䧛
䧪
䧡
䧐
䦽
※
専
門
診
療
䧹
全
䧰
予
約
制
䧱
す
䦽 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
全
て

予
約
制
と
し
ま
す
䣎 

䣗
事
前
予
約
䣘
平
日
䣍
午
前
８
時
30
分
䦅
正
午
䣍

午
後
１
時
30
分
䦅
４
時
の
間
に
䣍
電
話
に
て
診
療

所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
父
島
䣘䣑
場
所
䣒
小
笠
原
村
診
療
所 

䣑
日
時
䣒
６
月
13
日
䥹
日
䥺
午
前
９
時
䦅
正
午 

䣗
母
島
䣘䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所 

䣑
日
時
䣒
６
月
11
日
䥹
金
䥺
午
前
９
時
䦅
正
午 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

小
笠
原
村
在
住
䧸
島
民
䧸
方
䧘
䧖
䧘
䧡
䨘
䨒
丸
䧵

䧠
乗
船
䧸
際
䧵
䪴
等
和
室
䦼
䪴
等
寝
台
䦼
特
䪴
等
寝
台

分
䧘
片
道
30
％
割
引
䧵
䧴
䨔䧂
島
民
割
引
䧃䨛
䧠
利

用
䧐
䧩
䧪
䧝
䨈
す
䦽 

䨈
䧩
䦼
䧹
䧹
䧤
䨈
丸
䧵
䧠
乗
船
䧸
際
䧵
䧹
復
路
䧘

80
％
割
引
䧵
䧴
䨔䧂
島
民
往
復
割
引
䧃䨛
䧠
利
用
䧐
䧩

䧪
䧝
䨈
す
䦽 

窓
口
䧵
䧖
䧐
䧰
乗
船
券
䨛
䧠
購
入
䧸
際
䧵䧂
乗
船
券

購
入
申
込
書
䧃䪮割
引
申
請
書
䪯䧲
次
䧸
証
明
書
類
䪮有

料
人
員
分
䦼
䨶
䩗
䩻
不
可
䪯䨛
必
ず
䧠
提
示
䧛
䧪
䧡

䧐
䦽 

①
小
笠
原
村
発
行
䧸
居
住
証
明
書
䪮䨮
䩻
䩌
式
䨈
䧩

䧹
一
回
式
䪯 

②
小
笠
原
村
䧸
住
所
䧘
記
載
䧡
䨕
䧩
運
転
免
許
証 

③
顔
写
真
付
䧙
䧸
䩡
䨧
䩍
䩶
䩓
䩻
䨮
䩻
䩌
䪮䧖
䧘
䧡
䨘

䨒
丸
䧸
䨉
䪯 

※
無
賃
䧸
幼
児
䩺乳
児
䧹
不
要
䧱
す
䧘
小
人
䪮有
料
䧸

幼
児
含
䨊
䪯䧸
方
䨌䧂
島
民
割
引
䧃適
用
䧸
際
䧹
居
住

証
明
書
䧘
必
要
䧱
す
䦽 

※
䧧
䧸
他
䦼
学
生
証
䦼
健
康
保
険
証
䧴
䧳
䧱
䧹
島
民
割

引
䧹
䧱
䧙
䨈
䧥
䨜
䦽 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運
䥹
株
䥺
父
島
営
業
所 

伊
豆
諸
島
開
発
䥹
株
䥺
父
島
代
理
店 

２―

２
１
１
１ 

６
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
䣎
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
䣍
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２─

２
１
１
１
ま
で
䣍
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

＊( 
)

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
䣎 

             

 

   

              

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
登
録
10
周
年 

   

平
成
23
年
䪸
月
䧵
小
笠
原
諸
島
䧘
世
界
自
然
遺

産
䧵
登
録
䧡
䨕
䦼
今
年
䧱
10
年
䨛
迎
䧔
䨈
す
䦽
䧧
䧟

䧱
䦼
䧟
䧸
機
会
䧵
多
䧛
䧸
人
々
䧵
小
笠
原
諸
島
䧸
魅
力

䨛
発
信
す
䨔
䧩
䨋
䧵
䦼
遺
産
登
録
10
周
年
䨛
記
念
䧣

䧰䧂
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
登
録
10
周
年

記
念
式
典
䧃䨛
䨭
䩶
䩬
䨧
䩶
䧵
䧰
開
催
䧐
䧩
䧣
䨈
す
䦽 

䣗
実
施
日
時
䣘
６
月
26
日
䥹
土
䥺
午
後
３
時
䦅
５
時

䥹
予
定
䥺 

䣗
実
施
方
法
䣘
ウ
䣷
ブ
配
信
に
よ
り
実
施
䥹
参
加
無

料
・
事
前
予
約
要
䥺 

※
詳
細
は
追
䣬
て
島
内
掲
示
板
に
掲
載
い
た
し
ま
す
䣎 

●
主
催 小

笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
管
理
機
関 

●
問
合
せ
先
環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所  

２-

７
１
７
４ 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２-

２
２
７
０ 

  

 

小
笠
原
独
自
の
生
態
系
が
小
さ
な
海
洋
島
に
お
け

る
生
物
進
化
を
示
す
普
遍
的
な
価
値
と
し
て
世
界
に

認
め
ら
れ
䣍
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
10

年
䣎
そ
の
10
年
の
軌
跡
と
小
笠
原
の
自
然
を
未
来
へ

暮
ら
し
に
と
紡
ぐ
23
組
31
名
の
人
々
の
言
葉
を

䣓
進
化
と
変
化
を
続
け
る
島
々
の
自
然
と
暮
ら
し
を

紡
ぐ
ヒ
ト
ビ
ト
䣔
と
い
う
パ
ン
フ
レ
䣹
ト
に
ま
と
め

ま
し
た
䣎 

６
月
中
旬
に
全
戸
配
布
い
た
し
ま
す
䣎
是
非
䣍
手

に
と
䣬
て
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 
 

２―

２
２
７
０ 

 

䪷
月
30
日
䪮䧠
䨉
䨿
䩰
䧸
日
䪯䧗
䨒
䪸
月
䪺
日
䪮世
界

海
洋
䩊
䩻
䪯前
後
䨈
䧱
䨛
䦼
海
䧠
䨉
䨿
䩰
䨩
䨦
䩻
䨲
䧲

定
䨋
䦼
毎
年
䦼
日
本
全
国
䧱
海
洋
䧠
䨉
削
減
䧸
䧩
䨋
䧸

取
組
䧘
行
䨘
䨕
䧰
䧐
䨈
す
䦽
新
型
䨶
䩰
䩍
䨩
䨧
䩮
䨼
䧸
状

況
䧗
䨒
一
斉
清
掃
等
䧸
䨧
䩜
䩶
䩋
䧹
開
催
䧱
䧙
䨈
䧥
䨜

䧘
䦼
海
䧠
䨉
䨿
䩰
䨩
䨦
䩻
䨲
䧸
取
組
䧸
一
環
䧲
䧣
䧰
䦼
各

䩖
䩻
䩄
䧵
海
䧠
䨉
回
収
䩟
䩆
䨲
䨼
䨛
設
置
䧣
䨈
す
䦽
新

型
䨶
䩰
䩍
䨩
䨧
䩮
䨼
䧸
感
染
拡
大
䨛
防
止
䧣
䧮
䧮
䦼
䧠
家

族
䧴
䧳
䧱
䩖
䩻
䩄
䧵
䧖
出
䧗
䧝
䧸
際
䧹
䦼
海
䧠
䨉
䧸
回

収
䧵
䧠
協
力
䨛
䧖
願
䧐
䧣
䨈
す
䦽 

䧆
実
施
期
間
䧇䪷
月
30
日
䪮日
䪯䫻
䪸
月
䪺
日
䪮火
䪯䨈
䧱 

䧆
場 

所
䧇宮
之
浜
䦼
大
村
海
岸
䦼
製
氷
海
岸
䦼
扇
浦 

䧆
共 

催
䧇小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
䦼
小
笠
原
海

上
保
安
署
䦼
小
笠
原
村 

䧆
協 

力
䧇
䫌
䫎
䫍
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
䪮
䫀
䫍

䫇
䫑
䫑
䪯䦼
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

・
集
積
し
た
海
ご
み
は
䣍
後
日
䣍
回
収
し
て
分
別
し

ま
す
䣎
回
収
量
や
ゴ
ミ
の
種
類
な
ど
の
結
果
は
䣍

村
民
だ
よ
り
で
報
告
し
ま
す
䣎 

・
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
䣵
䤀
ク
の
取
組
は
䣍
こ
ち
ら
の
サ

イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
䣎 

䥹https://uminohi.jp/umigomi/zeroweek/

䥺 

※
詳
細
は
島
内
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２-

７
１
７
４ 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２-

２
２
７
０ 

  

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

小
児
科
専
門
診
療 

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
登
録
10

周
年
記
念
式
典 

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
登
録
10
周

年
記
念
パ
ン
フ
レ
䣹
ト
の
配
布 

小
笠
原 

海
䧠
䨉
䨿
䩰
䨩
䨦
䩻
䨲
䪮海
岸
清
掃
䪯 

６月の燃料油価格変動調整
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平
島
は
䣍
母
島
の
お
お
よ
そ
南
側
に
位
置
す
る
無

人
島
で
す
䣎
カ
ヤ
䣹
ク
や
母
島
小
中
学
校
の
移
動
教

室
で
利
用
さ
れ
る
な
ど
䣍
島
民
に
身
近
な
島
で
も
あ

り
ま
す
䣎
そ
の
名
の
通
り
䣍
平
坦
で
60

ha
の
比
較

的
小
さ
い
島
で
あ
る
も
の
の
䣍
海
岸
付
近
に
は
固
有

植
物
の
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ス
ス
キ
の
群
落
が
あ
り
䣍
そ
こ

に
は
䣍
そ
れ
を
餌
に
す
る
固
有
チ
䣼
ウ
類
の
オ
ガ
サ

ワ
ラ
セ
セ
リ
が
生
息
し
て
い
ま
す
䣎
こ
れ
ら
の
２
種

は
小
笠
原
の
草
原
帯
を
代
表
す
る
固
有
種
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
䣎 

一
方
で
䣍
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ス
ス
キ
は
モ
ク
マ
オ
ウ
や

ギ
ン
ネ
ム
䣍
ガ
ジ
䣻
マ
ル
と
い
䣬
た
外
来
植
物
の
被

圧
等
に
よ
䣬
て
生
育
場
所
が
減
少
し
䣍
オ
ガ
サ
ワ
ラ

セ
セ
リ
は
母
島
に
い
る
グ
リ
䤀
ン
ア
ノ
䤀
ル
の
捕
食

等
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
䣎
平
島
は
䣍
グ
リ

䤀
ン
ア
ノ
䤀
ル
が
侵
入
し
て
お
ら
ず
䣍
オ
ガ
サ
ワ
ラ

ス
ス
キ
の
草
原
が
広
が
䣬
て
い
ま
す
䣎
し
た
が
䣬

て
䣍
オ
ガ
サ
ワ
ラ
セ
セ
リ
の
生
息
地
と
し
て
重
要
な

場
所
で
あ
り
䣍
関
係
機
関
に
よ
り
䣍
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ス

ス
キ
帯
に
侵
入
し
た
外
来
植
物
の
駆
除
と
い
䣬
た
取

組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
䣎 

加
え
て
䣍
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
生
息
地
で

も
あ
り
䣍
本
種
の
保
全
上
重
要
な
島
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
䣎
そ
の
た
め
䣍
生
息
状
況
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
水
場
の
設
置
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す 

 

 

  

    

          

・
参
考
文
献 

矢
後
勝
也
䥹
２
０
２
０
䥺
海
洋
島
で

種
分
化
し
た
チ
䣼
ウ
の
謎
を
解
く
䤀
小
笠
原
固
有
の

チ
䣼
ウ
䣓
オ
ガ
サ
ワ
ラ
セ
セ
リ
䣔―

䥼
東
京
大
学
総

合
研
究
博
物
館
ニ
䣻
䤀
ス
䥹
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
䥺䥼Vol. 

25

䥹http://www.um.u-tokyo.ac.jp/web_muse

um/ouroboros/v25n1/v25n1_yago.html

䥺 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

  

世
界
で
も
小
笠
原
に
し
か
生
息
し
な
い
ア
カ
ガ
シ

ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
䥹
あ
か
ぽ
䣬
ぽ
䥺
は
䣍
島
民
の
皆
様

の
努
力
に
よ
り
䣍
見
ら
れ
る
機
会
が
多
く
な
䣬
た
と

は
い
え
䣍
ま
だ
個
体
数
の
少
な
い
貴
重
な
鳥
で
す
䣎

本
年
２
月
に
も
村
民
だ
よ
り
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
䣍
特
に
今
年
度
䣍
父
島
で
は
死
亡
事
故

䥹
ガ
ラ
ス
と
の
衝
突
２
件
䣍
交
通
事
故
３
件
䥺
が
多

発
し
て
い
ま
す
䣎
集
落
で
の
事
故
防
止
の
た
め
䣍
引

き
続
き
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

普
段
䧹
䧸
䨜
䧽
䨓
䧣
䧰
䧐
䨔
䨑
䧒
䧵
見
䧔
䨈
す
䧘
䦼

䧟
䨕
䨈
䧱
䧸
事
故
や
調
査
䧗
䨒
䦼
実
䧹
超
低
空
䨛
猛
䨼

䩗
䩻
䩌
䧱
飛
䨀
䧟
䧲
䧘
䨘
䧗
䧭
䧰
䧙
䨈
䧣
䧩
䦽 

・
明
る
く
な
る
前
に
䣍
沢
筋
を
一
直
線
に
飛
ぶ
！ 

・
日
中
䣍
林
の
中
を
す
り
抜
け
て
シ
䣻
ン
！
と
飛
ぶ 

ま
た
䣍
特
に
こ
の
時
期
は
䣍 

・
海
岸
近
く
䥹
昔
の
海
岸
林
䥾
現
在
の
集
落
域
䥺
で

餌
を
食
べ
る
䣎 

・
若
い
䥹
䥾
経
験
の
少
な
い
䥺
個
体
が
多
い
䣎 

そ
の
中
で
䣍
ハ
ト
は
ガ
ラ
ス
の
存
在
や
車
の
出
現
を

予
測
で
き
ず
䣍
ぶ
つ
か
䣬
て
し
ま
う
よ
う
で
す
䣎 

 

そ
こ
で
皆
さ
ま
に
䣍
ち
䣯
䣬
と
し
た
気
配
り
を
お

願
い
し
ま
す
䣎 

＊
木
々
䧸
映
䨔
䪮䪾
䨑
䧛
鳥
䧸
䨀
䧮
䧗
䨔
䪯建
物
䧸
䨯
䩬

䨼
窓
䧹
䨮
䩻
䩉
䩶
や
䩙
䩬
䨧
䩶
䩌
䧱
覆
䧭
䧰
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽

䧴
䧐
場
合
䧹
䩓
䩻
䩌
䨾
䨧
䩓
䩻
䪮鳥
䧸
䨺
䩻
䩮
䪯䧴
䧳

䨛
䦼
䧴
䨔
䨃
䧛
外
面
䧵
貼
䧭
䧰
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

＊
特
に
早
朝
䣍
海
岸
近
く
の
カ
䤀
ブ
や
下
り
坂
は
ゆ

䣬
く
り
と
䣓
思
い
や
り
運
転
䣔
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 

＊
バ
䤀
ド
セ
イ
バ
䤀
は
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２―

７
１
７
４ 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

平
成
28
年
に
䣓
お
が
さ
わ
ら
人
と
ペ
䣹
ト
と
野

生
動
物
が
共
存
す
る
島
づ
く
り
協
議
会
䣔
が
設
立

し
䣍
５
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
䣎
こ
の
組
織

は
䣍
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
䣍
林
野
庁

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
保
全
セ
ン
タ
䤀
䣍
東
京
都
䣍

東
京
都
獣
医
師
会
䣍
小
笠
原
村
䣍
小
笠
原
自
然
文
化

研
究
所
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
䣎 

 

同
会
で
は
䣍
小
笠
原
独
自
の
生
態
系
保
全
を
目
的

と
し
て
䣍䣓
野
生
動
物
の
保
護
䣔䣍䣓
飼
い
主
の
い
な

い
ネ
コ
対
策
䣔䣍䣓
ペ
䣹
ト
の
適
正
飼
養
䣔䣍䣓
動
物
対

処
室
の
運
営
䣔
を
取
組
の
柱
と
し
䣍䣓
人
と
ペ
䣹
ト

と
野
生
動
物
が
共
存
す
る
島
づ
く
り
䣔
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
䣎 

   

小
笠
原
の
野
生
動
物
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
も
䣍
外
来
種
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
ペ
䣹
ト

と
野
生
動
物
が
す
み
分
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
䣎
そ
の
た
め
䣍
村
で
は
䣓
小
笠
原
村
愛
玩
動
物
の

適
正
な
飼
養
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
䣔
を
施
行
し

ま
し
た
䣎
同
条
例
の
ル
䤀
ル
と
し
て
䣍䣓
ペ
䣹
ト
を

正
し
く
飼
䣬
て
䣍
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
䣔
と
あ

り
ま
す
䣎 

今
回
は
䣍
東
京
都
獣
医
師
会
の
小
笠
原
の
担
当
理

事
で
あ
る
髙
橋
恒
彦
獣
医
師
に
現
代
の
猫
の
飼
い
方

に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
䣎 

Ｑ
䥽
猫
を
は
じ
め
と
し
た
ペ
䣹
ト
を
飼
う
と
䣍
ど
ん

な
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
䣎 

Ａ
䥽
飼
育
者
の
情
緒
安
定
作
用
䣍
老
人
の
認
知
症
予

防
な
ど
が
模
範
解
答
か
と
思
い
ま
す
が
䣍
ペ
䣹
ト
を

飼
え
な
い
人
も
い
ま
す
し
䣍
こ
ん
な
に
有
用
だ
か
ら

飼
育
し
ま
し
䣯
う
䣍
と
勧
め
て
い
る
訳
で
も
あ
り
ま

せ
ん
䣎
太
古
の
昔
か
ら
䣍
人
は
犬
と
共
に
狩
り
を

し
䣍
収
穫
穀
物
を
守
る
た
め
に
猫
を
飼
育
し
て
い
ま

し
た
䣎
そ
し
て
現
在
で
も
䣍
相
変
わ
ら
ず
人
は
ペ
䣹

ト
を
飼
䣬
て
い
ま
す
䣎
庭
の
小
屋
で
の
番
犬
の
任
を

解
か
れ
䣍
夜
は
人
と
一
緒
に
眠
り
䣍
都
会
の
猫
は
ネ

ズ
ミ
を
み
る
と
逃
げ
る
ほ
ど
で
す
䣎
そ
こ
で
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
䣍
何
故
人

は
ペ
䣹
ト
を
飼
う
の
か
䣍
そ
の
答
え
が
䣓
ペ
䣹
ト
を

飼
う
と
い
い
こ
と
䣔
だ
と
思
い
ま
す
䣎䣓
人
と
ペ
䣹

ト
と
野
生
動
物
の
共
存
䣔
を
見
据
え
䣍
小
笠
原
ス
タ

イ
ル
の
ペ
䣹
ト
飼
育
方
法
が
世
界
に
普
及
す
る
こ
と

を
願
䣬
て
お
り
ま
す
䣎 

今
後
も
䣍
髙
橋
先
生
は
じ
め
獣
医
師
の
方
々
に
ペ

䣹
ト
を
飼
う
に
あ
た
䣬
て
の
素
朴
な
疑
問
・
質
問
を

聞
い
て
い
く
予
定
で
す
䣎 

ペ
䣹
ト
の
飼
い
方
で
相
談
や
困
䣬
た
こ
と
が
あ
る

際
に
は
䣍
動
物
対
処
室
䥹
０
７
０―

１
０
５
４―

３

４
６
７
䥽
平
日
の
み
䥺
や
環
境
課
に
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

       

平島に広がるオガサワラ

ススキの草原 

䣓
小
笠
原
動
物
協
議
会
䣔
の
紹
介 

獣
医
師
の
先
生
に
聞
く
䣍
い
ま
ど
き
ニ
䣺
ン
コ

の
飼
い
方
講
座 
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小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
䤀
動
物
対
処
室
䥹
父

島
䥺
の
獣
医
師
に
よ
る
䣓
母
島
巡
回
ペ
䣹
ト
診
療
・

相
談
䣔
を
行
い
ま
す
䣎
母
島
の
方
を
対
象
に
実
施
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
薬
を
処
方
す
る
に
は
䣍
事
前

に
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
対
面
診
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
䣎
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
ペ
䣹
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
䣍
こ
の
機
会
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
䣎 

ペ
䣹
ト
の
適
正
飼
養
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
䣎
ペ

䣹
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
䣍
む
や
み
な
繁
殖
を

抑
制
す
る
こ
と
䣍
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
䣍

逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
䣍
ペ
䣹
ト
を

適
切
に
管
理
し
て
䣍
さ
い
ご
ま
で
大
切
に
飼
育
す
る

よ
う
に
し
ま
し
䣯
う
䣎 

䧆
予
約
申
込
䧇䪸
月
23
日
䪮水
䪯䨈
䧱 

䧆
診
療
日
程
䧇䪸
月
28
日
䪮月
䪯午
後
䪴
䫻
䪶
時 

䪸
月
29
日(

火) 

午
前
䪺
時
半
䫻
正
午 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
䪴
時
䫻
䪶
時 

䪸
月
30
日
䪮水
䪯午
前
䪺
時
半
䫻
正
午 

䧆
場 

 

所
䧇小
笠
原
村
役
場
母
島
支
所
横
䧸
倉
庫 

䧆
注
意
事
項
䧇 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
䣎 

診
療
は
有
料
䣍
相
談
は
無
料
で
す
䣎 

○
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
䣎 

○
予
約
申
込
み
先 

動
物
対
処
室 

０
７
０―

１
０
５
４―

３
４
６
７ 

○
母
島
で
診
療
で
き
る
項
目
・
検
査
等
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
䣎
詳
細
な
診
療
内
容
等
は
予
約
時
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

䥹
環
境
課
自
然
環
境
係
䥺 

  

２―

２
２
７
０ 

    

集
落
周
辺
の
山
域
䥹
母
島
は
猪
熊
谷
以
北
も
含

む
䥺
に
て
䣍
シ
ロ
ア
リ
駆
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
䣎 

 

こ
の
期
間
中
に
は
䣍
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
入
䣬
て

い
な
い
か
の
点
検
や
䣍
敷
地
内
の
樹
木
に
イ
エ
シ
ロ

ア
リ
や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
が
い
た
場
合
に
は
無
料
で

駆
除
も
行
䣬
て
お
り
ま
す
䣎 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
䣍
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
䣎 

な
お
点
検
を
ご
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
申
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
䣍
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
䣎 

※
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
䣍
専
門
業

者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
䣎 

䣗
申
込
期
間
䣘
６
月
１
日
䥹
火
䥺
䦅
18
日(

金) 
䣗
日
程
䣘 

䣑
母
島
䣒
６
月
９
日
䥹
水
䥺
䦅
23
日
䥹
水
䥺 

 
 
 
 

７
月
９
日
䥹
金
䥺 

䣑
父
島
䣒
６
月
23
日
䥹
水
䥺
䦅
28
日
䥹
月
䥺 

 
 
 
 

７
月
８
日
䥹
木
䥺
䦅
９
日
䥹
金
䥺 

●
問
合
せ
先 

 
     

環
境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

 
     

母
島
支
所 

庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

  

た
ま
り
水
䣍
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

蚊
の
本
格
的
な
発
生
シ
䤀
ズ
ン
前
の
６
月
を
䣓
蚊

の
発
生
防
止
強
化
月
間
䣔
と
し
て
集
中
的
な
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
䣎 

平
成
26
年
夏
に
約
70
年
ぶ
り
に
国
内
発
生
し
た

デ
ン
グ
熱
や
䣍
平
成
28
年
に
中
南
米
で
流
行
し
た

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
䣍
蚊
が
媒
介
す
る
感
染

症
が
世
界
的
に
話
題
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
は
䣍
日
頃
か
ら
蚊
の
発
生
を
抑
制
す
る
と

と
も
に
䣍
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
䣎 

皆
さ
ん
で
協
力
し
䣍
身
の
ま
わ
り
の
蚊
の
発
生
防

止
に
取
り
組
み
ま
し
䣯
う
䣎 

蚊
䧸
防
除
䧸
䩠
䨧
䩶
䩋 

䧆
幼
虫
対
策
䧇 

䩺不
要
䧴
䧩
䨈
䨓
水
䨛
䧴
䧛
䧣
䨈
䧣
䨐
䧒 

例
䪼植
木
鉢
䧸
受
䧝
皿
䦼
空
䧙
缶
䦼
古
䩂
䨧
䩧
䧴
䧳 

䧆
成
虫
対
策
䧇 

䩺や
䨀
や
草
䨊
䨒
䧹
定
期
的
䧵
手
入
䨕
䨛
䧣
䧰
風
通
䧣

䨛
良
䧛
䧣
䨈
䧣
䨐
䧒 

䩺刺
䧡
䨕
䧴
䧐
䨑
䧒
䧵
長
袖
䨺
䩦
䩇
䦼
長
䨽
䩟
䩶
䧸
着
用

や
必
要
䧵
応
䧤
䧰
忌
避
剤
䪮虫
避
䧝
剤
䪯䨛
活
用
䧣
䨈

䧣
䨐
䧒 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

    

東
京
都
で
は
䣍
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
䣍

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
左
記
の
日
程
に

お
い
て
行
い
ま
す
䣎
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
䣍
安
全

確
保
の
た
め
䣍
国
有
林
指
定
ル
䤀
ト
及
び
遊
歩
道
を

通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
䣎
作
業
当
日
は
䣍
通
行
止

め
と
な
䣬
た
ル
䤀
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
䣎
村
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
の
ほ
ど
䣍
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

䣗
作
業
時
間
䣘
午
前
６
時
䦅
午
後
２
時 

※
入
港
日
は
お
昼
の
正
午
ま
で 

䣗
作
業
区
域
䣘
鳥
山
か
ら
巽
湾
側
に
小
港
ま
で
の
沿

岸
と
そ
の
周
辺
山
域
䥹
住
宅
地
及
び
東
平
サ
ン
ク
チ

䣻
ア
リ
を
除
く
䣎
別
図
参
照
䥺
沿
岸
部
作
業
は
二
見

湾
内
及
び
遊
泳
地
䥹
釣
浜
䣍
宮
之
浜
䣍
初
寝
浦
䣍
石

浦
䣍
ジ
ニ
䤀
ビ
䤀
チ
䣍
ジ
䣼
ン
ビ
䤀
チ
䣍
ブ
タ
海

岸
䣍
小
港
海
岸
䣍
コ
ペ
ペ
海
岸
䥺
を
除
く
す
べ
て
の

父
島
沿
岸
域 

䣗
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
䤀
ト
䣘 

６
月
１
日
䥹
火
䥺 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
䤀
ト 

６
月
２
日
䥹
水) 

①
䨶
䩝
䩝
海
岸
䫻
高
山
䩺䨻
䩪
䩶
䩖
䩻
䩄
方
面
遊
歩
道 

６
月
３
日
䥹
木
䥺 

沿
岸
部
作
業
䧵
䧮
䧙
通
行
止
䨋
䧹
䧴
䧣 

䪸
月
䪹
日
䪮月
䪯 

③
䧮
䧮
䧤
山
方
面
指
定
䩮
䩻
䩋 

④
時
雨
山
方
面
指
定
䩮
䩻
䩋 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
䩮
䩻
䩋 

䪸
月
䪺
日
䪮火
䪯 

④
時
雨
山
方
面
指
定
䩮
䩻
䩋 

䪸
月
10
日
䪮木) 

沿
岸
部
作
業
䧵
䧮
䧙
通
行
止
䨋
䧹
䧴
䧣 

䪸
月
14
日
䪮月
䪯  

①
䨶
䩝
䩝
海
岸
䫻
高
山
䩺䨻
䩪
䩶
䩖
䩻
䩄
方
面
遊
歩
道 

䪸
月
15
日
䪮火) 

②
䨯
䨻
䩨
䩡
䩮
広
場
䫻
西
海
岸 

䪸
月
17
日
䪮木
䪯  

沿
岸
部
作
業
䧵
䧮
䧙
通
行
止
䨋
䧹
䧴
䧣 

䪸
月
21
日
䪮月
䪯  

③
䧮
䧮
䧤
山
方
面
指
定
䩮
䩻
䩋 

④
時
雨
山
方
面
指
定
䩮
䩻
䩋 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
䩮
䩻
䩋 

䪸
月
22
日
䪮火) 

④
時
雨
山
方
面
指
定
䩮
䩻
䩋 

䪸
月
24
日
䪮木) 

②
䨯
䨻
䩨
䩡
䩮
広
場
䫻
西
海
岸 

䪸
月
30
日
䪮水
䪯  

①
䨶
䩝
䩝
海
岸
䫻
高
山
䩺䨻
䩪
䩶
䩖
䩻
䩄
方
面
遊
歩
道 

        

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当

２―

２
１
６
７ 

   

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
䣍
先
月
同
様
䣍
講
習
資
料
等
を
配
付
し

６
月
は
蚊
の
発
生
防
止
強
化
月
間 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
䥹
第
１
回
䥺 

母
島
巡
回
ペ
䣹
ト
診
療
・
相
談 
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各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
䣍
ア
ン
ケ
䤀

ト
調
査
票
等
の
提
出
を
持
䣬
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
䣎 

つ
き
ま
し
て
は
䣍
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
䣍

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
䣍
講
習
資
料
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
講
習

申
込
み
締
切
日
ま
で
に
䣍
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
䣎 

１ 

村
民
で
レ
ク
リ
エ
䤀
シ
䣼
ン
目
的
で
指
定
ル
䤀

ト
を
利
用
さ
れ
る
方
䥹
村
民
レ
ク
簡
易
講
習
䥺 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
䤀
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
䣎
指
定
ル
䤀
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
䣍
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

䣓
年
間
パ
ス
䣔
の
携
行
が
必
要
で
す
䣎 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方
䥹
調
査
研
究
簡
易
講
習
䥺 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
䣍
調
査
・
研

究
䣍
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
䣍
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
䧲
入
林
申
請
䧘
必
要
䧱
す
䦽 

※
䪳
䦼
䪴
共
䧵
有
効
期
間
䧹
䪴
年
間
䧲
䧴
䨓
䨈
す
䦽
有

効
期
間
䨛
過
䧚
䧰
引
䧙
続
䧙
䧸
入
林
䨛
希
望
䧡
䨕
䨔

場
合
䧵
䧹
䦼
再
度
講
習
䧸
受
講
䨛
䧖
願
䧐
䧐
䧩
䧣
䨈

す
䦽 

※
䪳
䦼
䪴
䧸
事
務
䧸
流
䨕
䧹
次
䧸
䧲
䧖
䨓
䧲
䧣
䨈
す
䦽 

①
受
講
希
望
者
䧹
締
切
日
䨈
䧱
䧵
電
話
䧵
䧰
申
込
䨉 

②
講
習
資
料
䨛
郵
送
䧵
䧰
送
付 

③
講
習
資
料
䨛
各
自
受
講
䧣
䨥
䩶
䨴
䩻
䩋
調
査
票
等

䨛
記
載
䧣
郵
送 

④
講
習
修
了
書
䩺入
林
許
可
書
䩺年
間
䩔
䨼
又
䧹
腕
章

䧸
交
付
䦽 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日 

䣗
締
切
日
䣘
６
月
22
日
䥹
火
䥺 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
䤀    

２―

３
４
０
３    

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

 

２―

２
１
０
３ 

 

 

䪸
月
䧸
開
館
䪼䧖
䧘
䧡
䨘
䨒
丸
入
港
日
䫻
出
港
日

䪮予
定
䪯 

開
館
時
間 

午
前
８
時
30
分
䦅
午
後
５
時 

来
館
者
の
み
な
さ
ま
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

た
め
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
䣍

人
数
制
限
や
館
内
の
消
毒
清
掃
を
適
宜
行
䣬
て
い
ま

す
䣎
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

䣗
特
別
展
䣘 

■
新
館
䣓
小
笠
原
の
歴
史
写
真
展
䣔 

開
催
中 

小
笠
原
の
歴
史
を
䣍
昔
と
今
の
写
真
を
と
と
も
に
振

り
返
る
展
示
に
な
り
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
䤀
セ
ン
タ
䤀 

 

２―

３
０
０
１ 

 

 

今
年
も
産
卵
シ
䤀
ズ
ン
が
始
ま
り
䣍
８
䦅
９
月
頃

ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
䣎

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
䣍
図

で
示
し
た
植
栽
地
䥹
蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間
䥺
に

は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

な
お
䣍
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・
孵
化
が
終
わ
る

頃(

10
月
頃)

ま
で
䣍
夜
間
䣍
大
村
中
央
地
区
の
園

内
灯
の
消
灯
と
迷
走
防
止
ゲ
䤀
ト
を
閉
鎖
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
䣍
お
足
元
に
ご
注
意
下
さ
い
䣎 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
担
当 

２―

２
１
６
５ 

 
 
 
 
 
 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

大
神
山
公
園
サ
䤀
ビ
ス
セ
ン
タ
䤀 

 

２―

７
１
７
０ 

      

                  

䣓
２
０
２
０
／
２
１
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
䤀
ズ
ン
を
振

り
返
䣬
て
䣔 

今
月
䧹
䪴
䪲
䪴
䪲
／
䪴
䪳
䨺
䩻
䨽
䩶
䧸
䨹
䩋
䨩
䨲
䨻
䩬

䧸
来
遊
状
況
䨛
振
䨓
返
䧭
䧰
䧐
䧙
䨈
す
䦽
䫍
䫕
䪿
䧱
䧹
䦼

䨹
䩋
䨩
䨲
䨻
䩬
䧸
来
遊
状
況
䨛
把
握
す
䨔
䧩
䨋
䧵
䦼
毎

年
12
月
䧗
䨒
翌
年
䪷
月
䧵
䧗
䧝
䧰
䦼
䨩
䨪
䨹
䩻
䨼
䩉
䩻

䨺
䩪
䩶
展
望
台
䧗
䨒
毎
朝
30
分
間
䧸
目
視
観
測
䨛
実

施
䧣
䧰
䧐
䨈
す
䦽
次
䧸
䨳
䩬
䩘
䧹
䦼
半
月
毎
䧵
30
分
間

䧸
平
均
発
見
頭
数
䨛
䨈
䧲
䨋
䧩
結
果
䧵
䧴
䨓
䨈
す
䦽 

             

シ
䤀
ズ
ン
序
盤
と
な
る
12
月
前
半
の
平
均
発
見

頭
数
は
昨
シ
䤀
ズ
ン
と
同
程
度
で
し
た
が
䣍
12
月

後
半
か
ら
１
月
後
半
に
か
け
て
は
過
去
２
シ
䤀
ズ
ン

の
観
測
数
を
少
し
上
回
る
様
子
で
順
調
に
増
え
て
い

き
ま
し
た
䣎
２
月
に
入
る
と
増
え
方
が
緩
や
か
に
な

り
䣍
過
去
２
シ
䤀
ズ
ン
よ
り
も
遅
い
２
月
後
半
に
観

測
ピ
䤀
ク
を
迎
え
る
結
果
䥹
最
多
は
29
頭
䥺
と
な

り
ま
し
た
䣎
シ
䤀
ズ
ン
後
半
に
差
し
掛
か
る
と
䣍
例

年
通
り
観
測
数
は
減
少
し
始
め
ま
し
た
が
䣍
３
月
前

半
の
平
均
発
見
頭
数
は
20
頭
を
超
え
䣍
ま
た
䣍
３

月
後
半
を
迎
え
て
も
ま
だ
ま
だ
20
頭
弱
の
数
が
観

測
さ
れ
ま
し
た
䣎
ピ
䤀
ク
期
間
が
長
く
感
じ
ら
れ
た

方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
䣯
う
か
䣎
け
れ
ど
も
䣍

４
月
に
入
る
と
ガ
ク
䣹
と
数
が
減
少
し
䣍
４
月
前
半

の
観
測
結
果
は
平
均
10
頭
以
下
と
な
り
ま
し
た
䣎

４
月
下
旬
に
は
再
び
二
桁
頭
数
を
観
測
す
る
日
も
あ

り
ま
し
た
が
䣍
徐
々
に
数
は
減
少
し
䣍
５
月
中
旬
か

ら
は
い
よ
い
よ
発
見
が
な
い
日
も
続
き
始
め
て
い
ま

す
䣎
原
稿
を
書
い
て
い
る
５
月
17
日
現
在
䣍
定
点

観
測
で
の
最
後
の
発
見
日
は
５
月
14
日
で
す
䣎
今

シ
䤀
ズ
ン
の
定
点
観
測
も
あ
と
半
月
䣎
終
認
日
は
い

つ
に
な
る
で
し
䣯
う
か
䣎 

 

２
０
２
０
／
２
１
年
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
シ

䤀
ズ
ン
も
あ
䣬
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
䣎

こ
れ
か
ら
は
ド
ル
フ
䣵
ン
ス
イ
ム
・
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ

や
マ
䣹
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
が
メ
イ
ン
と
な

る
夏
の
季
節
を
迎
え
ま
す
䣎
ド
ル
フ
䣵
ン
ス
イ
ム
や

ホ
エ
䤀
ル
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
の
自
主
ル
䤀
ル
を
遵
守
し

な
が
ら
䣍
海
遊
び
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
䣎 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
䤀
ル

ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
協
会  

 
 
 
 

２
䤀
３
２
１
５ 

       

ビ
ジ
タ
䤀
セ
ン
タ
䤀
の
お
知
ら
せ 
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海
洋
セ
ン
タ
䤀
だ
よ
り 

そ
の
241 

―
こ
ん
な
と
こ
ろ
に―

 

 

湿
度
が
高
く
な
り
蒸
し
暑
さ
を
感
じ
䣍
海
は
青
さ

が
よ
り
鮮
や
か
に
な
䣬
て
き
ま
し
た
䣎
い
よ
い
よ
夏

で
す
ね
䣎 

 

４
月
下
旬
か
ら
始
ま
䣬
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

は
䣍
日
に
日
に
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
䣎
島
民
の

方
か
ら
も
䣓
砂
浜
に
足
跡
が
あ
䣬
た
䣎
産
卵
跡
が
あ

䣬
た
䣎䣔
と
い
䣬
た
連
絡
が
数
多
く
入
る
よ
う
に
な

䣬
て
き
ま
し
た
䣎 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
主
に
夜
か
ら
明
け
方
に

か
け
て
行
わ
れ
ま
す
䣎
砂
浜
に
上
が
䣬
て
き
た
母
ガ

メ
は
䣍
ま
ず
産
卵
に
適
し
た
場
所
を
探
し
ま
す
䣎
産

卵
で
き
る
場
所
が
見
つ
か
る
と
䣍
手
肢
を
使
䣬
て

60
㎝
程
の
穴
を
掘
り
䣍
約
100
個
の
卵
を
産
み
ま

す
䣎
無
事
に
卵
を
産
み
終
え
る
と
䣍
丁
寧
に
砂
を
か

け
て
穴
を
埋
め
䣍
海
へ
と
帰
䣬
て
い
き
ま
す
䣎 

し
か
し
䣍
時
に
は
産
卵
場
所
を
探
し
動
き
回
䣬
て

い
る
間
に
䣍
道
路
な
ど
に
出
て
海
に
戻
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
䣎
こ
の
よ
う
に
䣓
迷
走
䣔
す
る
母

ガ
メ
は
䣍
海
岸
沿
い
の
公
園
や
道
路
沿
い
で
見
つ
か

䣬
て
い
ま
す
䣎
そ
の
他
䣍
植
物
の
根
に
挟
ま
䣬
た

り
䣍
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
場
で
身
動
き
が
取
れ
な
く
な

䣬
て
し
ま
䣬
た
り
と
䣍
様
々
な
要
因
で
海
に
帰
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
䣎 

海
洋
セ
ン
タ
䤀
で
は
䣍
こ
の
よ
う
な
海
に
戻
れ
な

い
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
対
応
を
24
時
間
行
䣬
て
い
ま

す
䣎
も
し
䣍
道
端
や
草
む
ら
な
ど
で
海
に
帰
れ
ず
迷

走
し
て
い
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
か
け
ま
し
た
ら
䣍

海
洋
セ
ン
タ
䤀
䥹
０
９
０―

１
４
６
１―

３
１
７

１
䥺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

 

※
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
環
境
を
保
つ

た
め
に
䣍
産
卵
上
陸
中
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
い
ま
し

た
ら
䣍
優
し
い
観
察
の
仕
方
①
䦅
③
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
䣎 

①
䣓
ウ
ミ
ガ
メ
を
光
で
照
ら
さ
な
い
䣔 

産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
た
カ
メ
を
照
ら
す
と
䣍
驚
い

て
海
へ
帰
䣬
て
し
ま
い
ま
す
䣎
ラ
イ
ト
は
ご
自
身
の

足
元
の
み
照
ら
し
䣍
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
䣹
シ
䣻
も
オ
フ

に
し
ま
し
䣯
う
䣎 

②
䣓
ウ
ミ
ガ
メ
に
近
づ
き
す
ぎ
な
い
䣔 

も
し
ウ
ミ
ガ
メ
の
視
界
に
入
䣬
て
し
ま
䣬
た
ら
䣍
そ

の
場
か
ら
動
か
ず
䣍
カ
メ
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待

ち
䣍
少
し
離
れ
て
後
ろ
か
ら
見
守
䣬
て
あ
げ
て
下
さ

い
䣎 

③
䣓
ウ
ミ
ガ
メ
に
は
触
ら
な
い
䣔 

ウ
ミ
ガ
メ
は
野
生
の
生
き
物
で
す
䣎
興
味
本
位
で
触

れ
た
り
䣍
卵
を
掘
り
返
す
行
為
な
ど
し
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
䣎 

村
民
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
募
集
中 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

䣵
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
䣎
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
䣎 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
䤀 ２―

２
８
３
０ 

䪮認
定
䫌
䫎
䫍
法
人
䨫
䩓
䩻
䩬
䨼
䩉
䨦
䩶
䨳
䩺䩐
䨧
䩄
䩦

䩻) ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ 

https://bonin-ocean.net 

                  

マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
七
十
四
貝
䣓
ス
ネ
イ
ル
の
ジ
䣷
ル
ネ
イ
ル
䣔 

  

背
番
号
は
団
体
競
技
の
ス
ポ
䤀
ツ
で
選
手
を
簡
単

に
見
分
け
る
た
め
に
便
利
な
ツ
䤀
ル
で
す
䣎
私
た
ち

が
お
世
話
を
し
て
い
る
マ
イ
マ
イ
た
ち
も
常
に
５
０

０
０
頭
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
䣍
簡
単
に
は
１
頭

ず
つ
の
顔
を
覚
え
る
こ
と
は
難
し
く
䣍
背
番
号
制
を

採
用
し
て
い
ま
す
䣎
家
族
関
係
や
誕
生
日
䣍
サ
イ
ズ

な
ど
䣍
１
頭
ず
つ
の
デ
䤀
タ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と

で
䣍
育
て
方
に
問
題
が
な
い
か
䣍
野
生
に
帰
す
前
に

遺
伝
的
な
劣
化
が
起
き
た
り
し
て
い
な
い
か
䣍
チ
䣷

䣹
ク
し
や
す
く
な
り
ま
す
䣎 

し
か
し
䣍
こ
の
背
番
号
の
纏
い
方
に
少
し
苦
労
し

て
い
ま
す
䣎
野
球
や
サ
䣹
カ
䤀
選
手
の
よ
う
な
ユ
ニ

フ
䣸
䤀
ム
は
着
れ
な
い
の
で
䣎
養
殖
魚
の
識
別
用
に

体
内
に
埋
め
込
む
ピ
䣹
ト
タ
グ
を
殻
に
貼
り
つ
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
䣍
長
さ
８
㎜
と
大
き
い
の

で
䣍
成
貝
以
外
は
普
段
の
生
活
に
支
障
が
出
て
し
ま

い
ま
す
䣎
代
わ
り
に
養
蜂
ミ
ツ
バ
チ
の
女
王
識
別
用

と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
た
シ
䤀
ル
を
ヒ
ン
ト
に
䣍
マ

イ
マ
イ
の
種
類
別
に
色
分
け
し
た
極
小
数
字
を
印
刷

し
䣍
ラ
ミ
ネ
䤀
ト
で
防
水
加
工
し
て
３
㎜
ポ
ン
チ
で

く
り
抜
い
た
シ
䤀
ル
モ
ド
キ
を
つ
く
り
ま
し
た
䣎
そ

の
貼
り
付
け
に
は
も
う
ひ
と
苦
労
䣎
室
内
飼
育
で
は

有
機
溶
剤
を
含
ま
な
い
接
着
剤
を
使
用
し
て
い
ま
す

が
䣍
高
湿
度
の
空
間
で
様
々
な
障
害
物
と
こ
す
れ
る

せ
い
か
䣍
と
き
ど
き
剥
が
れ
ま
す
䣎
室
内
の
容
器
中

で
あ
れ
ば
見
分
け
て
貼
り
直
し
も
で
き
る
の
で
す

が
䣍
屋
外
飼
育
や
野
生
復
帰
の
場
面
で
は
個
体
数
が

多
く
面
積
も
広
い
の
で
䣍
も
う
誰
で
あ
る
か
は
判
別

で
き
ま
せ
ん
䣎 

䧧
䧟
䧱
現
在
試
䧣
䧰
䧐
䨔
䧸
䧘
䦼
女
子
䧘
爪
䧸
䧖
䧣

䨍
䨕
䧵
使
䧒
䨻
䨪
䩮
䩐
䨧
䩮
䧱
す
䦽
䫊
䫃
䫂
䨛
照
射
す
䨔

䧲
短
䧐
硬
化
時
間
䧱
䧣
䧭
䧗
䨓
長
持
䧫
䦽
硬
化
後
䨌
䫊

䫃
䫂
䨛
照
射
す
䨔
䧲
䩐
䨧
䩮
䧘
光
䨔
䧸
䧱
䦼
探
䧣
や
す

䧛
䧴
䨔
䩤
䩭
䩆
䩋
䨌
䦽
漁
業
䨌
䦼
養
蜂
䨌
䦼
䩘
䨤
䩆
䨺
䩪
䩶

䨌
䦼
䩡
䨧
䩡
䨧
保
全
䧵
䧼
䧲
役
䦽 

実
は
そ
れ
で
も
カ
ン
ペ
キ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
彼

ら
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
一
生
を
通
し
て
名
前
が
わ
か
る

形
で
追
い
か
け
ら
れ
る
よ
う
䣍
次
な
る
一
手
を
探
し

て
い
き
ま
す
䣎 

             

䣗
文
䣘
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
䤀 

森
英
章 

䣗
イ
ラ
ス
ト
䣘
小
野
恵 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

３―

３
１
１
７ 
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トラブルの早期発見につながる 

デンタルフロスを使うと、虫歯や歯周病などの早期発見に

つながります。その理由は、歯ブラシでは気づくことができ

ない、次のような症状に気づくことができるからです。 

・歯と歯の間でザラザラした感触がある 

・歯の表面が凸凹していて引っかかる感じがする 

・毎回、歯同士が重なる箇所以外でフロスが引っかかる 

・出し入れの時に糸がひっかかってバラバラになる 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：早速デンタルフロスをやってみたら、歯ぐきから血がでてきちゃったよ！  

保健師：炎症が起きていて歯ぐきが腫れていたのですね。でも大丈夫です。毎日行うことで炎症もおさ

まっていき、出血も次第になくなっていきます。でも 2～3 週間も出血が続くようであれば歯

科医院で診てもらいましょう。日々のケアも大切ですが、定期的なチェックも大切です。 

クジラ：歯や歯ぐきが痛くなる前に診てもらうことが大切なんだね。半年に一度は歯医者さんで定期的

に虫歯や歯周病がないかチェックしてもらうようにしよっと！ 

―村民課福祉係Ü 

  ―第２５６号― 

 

皆さんはデンタルフロスを使っていますか？デンタルフロスとは、シルクや合成繊維などの繊維を使ってできた、

歯と歯の間を掃除するための糸です。食べかすや歯と歯の間に詰まった食べ物の繊維などを取り除くためにも用いら

れますが、一般的には隣の歯と接している部分や、歯と歯茎の間の溝（歯周ポケット）など狭い部分の歯垢除去を目

的とした歯間清掃器具です。歯の衛生週間をきっかけに、歯を長生きさせるための口腔ケアを実践する習慣を身につ

けましょう。 

6 月 4 日はむし歯予防デー！6 月 4～10 日は歯の衛生週間！ 

ブラッシングだけよりも歯垢がよく落ちる 

デンタルケアの基本は歯ブラシを使ったブラッシングで

す。しかし、ブラッシングだけよりもデンタルフロスを併せ

て使った方が虫歯や歯周病を予防できます。デンタルフロス

は歯と歯の間など、歯ブラシの毛先が届かないところにも届

きます。３分の歯磨きでは歯垢除去率がおよそ 6 割なのに対

し、デンタルフロスも一緒に使用すると８割程度にアップす

るといった試算もあります。 

          

ホルダータイプのフロスの使い方 

口臭予防にも効果的 

口臭の原因の一つは歯に残された食べカスです。食べ物自体

がニオイを発する場合もあれば、食べカスが蓄積して発酵する

などして、強いニオイを発している場合もあります。もう一つ

の口臭の原因となっているのが、歯垢です。歯垢は雑菌が繁殖

しやすく、口臭の元となるニオイを発することがあります。 

デンタルフロスを使えば、歯ブラシでは取り除くのが難しい

食べカスや歯垢もすっきり取り除くことができます。口臭の原

因を取り除くことができるので、口臭予防に繋がるのです。 

詰め物や被せ物の状態をチェックできる 

詰め物や被せ物は、経年劣化などで外れてしまったり、浮

いてしまったり、グラグラと不安定になっていることがあり

ますが、デンタルフロスを使うことで早く不具合に気づくこ

とができます。 

フロスが切れる、引っかかるなどの異常があれば、被せ物

が外れかけている可能性がありますので、気になる点があれ

ば歯科医師に診てもらいましょう。 

歯の隙間に入れ込んだら、前後に動かしながら歯

の表面をこするようにして歯垢を落とします。根元

まで下ろして、両サイドの歯の表面をキレイに磨き

ましょう。歯と歯の隙間が詰まっていて、挿入しにく

い、抜き出しにくい場合は、ゆっくりと静かに動かす

ようにしましょう。前後左右にそっと動かしていく

と、傷つけずに使用できます。 

 

デンタルフロスは毎日の使用がおすすめ！ 

 デンタルフロスは毎日使うことをおすすめします。ぱっと鏡

で見たくらいでは、自分の歯と歯の間に汚れが溜まっている実

感はないかもしれません。しかし、間違いなく溜まっています。

こまめに取り除かなければ、この歯垢から虫歯になったり、歯

石が溜まるなどして、歯周病や口臭などの口内トラブルにも発

展する可能性もあるのです。デンタルフロスは、最低でも毎日

の夜の歯磨き前はするようにし、できれば毎食後の使用がおす

すめです。汚れがキレイに落ちて、スッキリしますよ。 

〈デンタルフロスのメリット〉 



シロアリ対策事業(第1回)申込(～18日) 村ノヤギ駆除

都ノヤギ排除 行政相談所の開設

都ノヤギ排除 入港日
育児学級(歯科の会)(父島)申込〆切/都ノヤギ排除

防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験

公認心理師による子育てセミナー申込〆切(母島)

公認心理士による子育て個別相談(母島)(～18日)

入港日 公認心理師による子育てセミナー(母島)

都ノヤギ排除 公認心理師による子育てセミナー申込〆切(父島)

東京三弁護士会による法律相談(母島) 公認心理師による子育て個別相談(父島)(～20日)

定期予防接種①(父島・母島)/定期予防接種②(母島) 産科・婦人科専門診療(母島)

東京三弁護士会による法律相談(父島) 公認心理師による子育てセミナー(父島)

小笠原住宅(父島一般世帯向け)あき家入居者募集案内の配布 小笠原高校　ビーデ祭(非公開)
小笠原住宅(父島一般世帯向け)あき家入居者申込〆切

出港日

出港日 育児学級(歯科の会)(父島)/都ノヤギ排除

地域福祉センター臨時休館 産科・婦人科専門診療(～25日)(父島)

小笠原小学校会計年度任用職員の募集〆切

都ノヤギ排除 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会について（父島・母島）申込〆切

都ノヤギ排除

定期予防接種②(15日)(父島) 村ノヤギ駆除/母島巡回ペット診療・相談申込〆切

海ゴミゼロウィーク(5/30～６/８) 本会議(一般質問)

都ノヤギ排除 シロアリ対策事業(第１回)(父島)(～28日)(7/8.9)

村民相談 本会議(議案等)

村ノヤギ駆除 都ノヤギ排除
シロアリ対策事業(第1回)(母島)(～23日)(7/9)

入港日 入港日

乳幼児健診・歯科検診(母島) 電話による無料法律相談

都ノヤギ排除

聖火リレートーチの展示(父島) 小笠原諸島世界自然遺産地域登録10周年記念式典(オンライン)

原付免許学科試験申込〆切 母島返還祭(花火のみ)

小児科専門診療(母島)

聖火リレートーチの展示(母島)

乳幼児健診・歯科検診(父島)

原付免許学科試験

出港日 出港日

日商薄記検定 母島巡回ペット診療・相談(～３０日)

小児科専門診療(父島)

都ノヤギ排除 村ノヤギ駆除(予備日)

定期予防接種②(父島) 会計年度任用職員(父島保育園)の募集〆切

母島巡回労働相談 個人住民税(村・都民税)(第１期)/国民健康保険税(第１期)/介護保険料(第１期)納期限

都ノヤギ排除 都ノヤギ排除

※診療所・老人ホーム：会計年度職員の申込期限【随時】

15 火

月 29 火

30 水

28 月

14

13 日

27 日12 土

金 26 土

25 金

11

10 木

水 24 木

23 水

9

8 火

月 22 火

21 月

7

日

6 日

5 土 20

4 金 19 土

3 木 18 金

水 17 木

16 水

2

1 火

日付曜日 行　事　予　定日付曜日 行　事　予　定

小笠原村日本復帰記念の日


